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１．調査概要 
 

（１）調査の目的 

この調査は、市の様々な取組に対する市民の意識を把握し、市政に反映させるとともに、第３次

総合計画推進のための資料とすることを目的としています。 

（２）調査項目 

①牧之原市での暮らしについて     ②女性にやさしいまちについて 

③子育てについて           ④教育について 

⑤多文化共生について         ⑥公共施設の最適化について 

⑦健康寿命について          ⑧行政サービスのデジタル化について 

⑨市からの情報発信について      ⑩行政サービスについて 

⑪回答者自身のことについて      ⑫日ごろ思うこと・感じること（自由意見）【別冊】 

 

（３）調査の設計 

・調査対象：牧之原市在住（市内に住民票がある人）の 16歳以上の市民 

・調査方法：無作為抽出による郵送配布、郵送回収またはインターネット回答 

・調査期間：令和８年４月 23日（木）～令和８年５月 11日（月） 

・発 送 数：1,400人 

（４）回収状況 

対象者数 有効回収数 有効回収率 

1,398人※ 

661人 

（郵送     ：381人） 

（インターネット：280人） 

47.3％ 

（郵送     ：27.3％） 

（インターネット：20.0％） 

※対象者数は、発送数から宛先不明等による返戻２件を除いた数です。 

◎報告書を見る際の注意事項 

 回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示しています。 

 百分率は小数第二位を四捨五入して算出しました。このため、百分率の合計が 100％になら

ないことがあります。また、グラフにおける比率の合計は、コメントにおける比率の合計と

一致しない場合があります。 

 １つの質問に２つ以上答えられる“複数回答可能”の場合は、回答比率の合計が 100％を超

える場合があります。 

 選択肢の文字数が多い場合、表やグラフ上では省略して表記していることがあります。 

 昨年度調査との比較、性別および年齢別のグラフに対するコメントは、それぞれ 5.0ポイン

ト以上の差がある回答についてのみ掲載しています。 

 年齢別クロス集計の分析軸の各回答者数（件数）が 20件未満のものについては、コメントを

割愛しています。 
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２．調査結果 
 

（１）調査結果の要約 

 
①牧之原市での暮らしについて 
 

■２人に１人以上が、今の居住場所に「住み続けたい」 

問１ 今後の居住継続意向 

今後の居住継続意向は、「住み続けたい」が 52.2％と最も多く、次いで「わからない」が 23.9％、

「市外へ移りたい」が 17.4％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「市外へ移りたい」が 5.1ポイント減少しています。 

■他の場所へ移りたい理由は 

「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」が 52.6％ 

問２ 他の場所へ移りたい理由 

他の場所へ移りたい理由は、「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」が 52.6％と最も

多く、次いで「地震や津波などの被災のおそれがあるから」が 50.6％、「通勤や通学など交通面が

不便だから」が 40.9％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「人間関係やしきたり等が煩わしいから」が 9.6ポイント減少しています。 

■市内で転居するなら「災害の心配がないところ」が約６割 

問３ 市内で転居するとしたら、どのような場所を重視するか 

市内で転居するとしたら、どのような場所を重視するかについては、「災害の心配がないところ」

が 59.9％と最も多く、次いで「商店や公共施設の近く」が 38.9％、「公共交通機関へのアクセスの

良いところ」が 37.2％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

■浜岡原子力発電所は「安全が確認できれば、稼働したほうが良い」が約４割 

約４人に１人が「停止しておいたほうが良い」と回答 

問４ 浜岡原子力発電所の今後についての考え 

浜岡原子力発電所の今後についての考えは、「浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働し

たほうが良い」が 39.6％と最も多く、次いで「浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうが良い」

が 26.3％、「どちらともいえない」が 23.9％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
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②女性にやさしいまちについて 
 

■女性が暮らしやすいまちだと『思う』は 20.4％、『思わない』は 34.8％ 

問６ 牧之原市は女性が暮らしやすいまちか 

牧之原市は女性が暮らしやすいまちかについては、「どちらともいえない」が 30.9％と最も多く、

次いで「あまり思わない」が 27.4％、「ある程度思う」が 18.0％などとなっています。また、『思

う』（「とても思う」と「ある程度思う」の合計）は 20.4％、『思わない』（「あまり思わない」と「ま

ったく思わない」の合計）は 34.8％となっています。 

昨年度と比較すると、「どちらともいえない」が 5.2ポイント減少しています。 

■女性にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野は 

「仕事」「子育て」「日常生活」がいずれも半数以上 

問７ 女性にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野 

女性にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野は、「子育て」が 56.1％

と最も多く、次いで「仕事」が 53.6％、「日常生活」が 52.3％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 
 
③子育てについて 
 

■子どもを育てやすい環境だと『思う』・『思わない』はともに約３割 

問８ 牧之原市は子どもを育てやすい環境か 

牧之原市は子どもを育てやすい環境かについては、「ある程度思う」が 27.1％と最も多く、次い

で「どちらともいえない」が 25.0％、「あまり思わない」が 23.3％などとなっています。また、『思

う』（「とても思う」と「ある程度思う」の合計）は 29.5％、『思わない』（「あまり思わない」と「ま

ったく思わない」の合計）は 29.8％となっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

■子どもを育てやすい環境にするためには 

約６割が「小児科や産婦人科などの医療機関の充実」と回答 

問９ 子どもを育てやすい環境にするために市が力を入れるべき取組 

子どもを育てやすい環境にするために市が力を入れるべき取組は、「小児科や産婦人科などの医

療機関の充実」が 58.5％と最も多く、次いで「子育てに関する経済的支援の充実」が 41.5％、「親

子で遊べる施設や公園の整備」が 38.3％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「子育てに関する経済的支援の充実」が 6.1ポイント減少しています。 
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④教育について 
 

■義務教育学校の整備を踏まえた上で、子どもに身につけさせたい力は 

「人間関係を築く力（コミュニケーション力）」が４割強 

問 10 義務教育学校の整備を踏まえ、今後、子どもに身につけさせたい力 

義務教育学校の整備を踏まえた上で、子どもに身につけさせたい力は、「人間関係を築く力（コミ

ュニケーション力）」が 43.4％と最も多く、次いで「善悪を判断する力」が 33.6％、「自分の考えを

表現する力」が 30.4％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「自ら学ぼうとする意欲」が 5.7ポイント減少しています。 

 

 

 
 
⑤多文化共生について 
 

■外国籍住民が暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野は 

「日常生活サポート」が６割強 

問 11 外国籍住民が暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野 

外国籍住民にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野は、「日常生活

サポート」が 63.8％と最も多く、次いで「言語サポート」が 52.2％、「相談できる窓口」が 23.6％

などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 
 
⑥公共施設の最適化について 
 

■知っている取組は「学校再編の取組」が６割以上、「片浜小学校の利活用」は約半数 

問 12 市が行っている「公共施設の最適化」に対応するための取組で知っているもの 

市が行っている「公共施設の最適化」に対応するための取組で知っているものは、「学校再編の取

組」が 65.4％と最も多く、次いで「片浜小学校の利活用」が 52.2％、「道の駅の整備」が 44.2％な

どとなっています。 

昨年度と比較すると、「消防団詰所の統廃合」が 7.1ポイント増加し、「多目的体育館の整備」が

6.9ポイント減少しています。 

■施設の廃止や使用料の値上がりを「ある程度までは容認できる」と約８割が回答 

問 13 「公共施設の最適化」による施設の廃止や使用料の値上がりを容認できるか 

「公共施設の最適化」による施設の廃止や使用料の値上がりを容認できるかについては、「ある

程度までは容認できる」が 77.3％と最も多く、次いで「容認できる」が 12.0％、「容認できない」

が 8.9％となっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
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⑦健康寿命について 
 

■健康について気を付けていることは「睡眠・休養を十分にとる」が６割強 

問 14 健康について気を付けていること 

健康について気を付けていることは、「睡眠・休養を十分にとる」が 63.5％と最も多く、次いで
「食事・栄養に気を配っている」が 57.5％、「定期的に健康診断を受けている」が 50.1％などとな
っています。 
昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 
 
⑧行政サービスのデジタル化について 
 

■「スマートフォン」でのインターネット利用者が 83.5％ 

個人でインターネットを利用していない人は 9.5％ 

問 15 個人でインターネットを利用している端末 

個人でインターネットを利用している端末は、「スマートフォン」が 83.5％と最も多く、次いで

「パソコン」が 44.2％、「インターネットに接続できるテレビ」が 28.1％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

■利便性向上に期待することは 

「オンライン申請により、届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる」・ 

         「窓口での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る」が半数以上 

問 16 デジタル技術の導入により、行政サービスの利便性向上に期待すること 

デジタル技術の導入により、行政サービスの利便性向上に期待することは、「オンライン申請に

より、届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる」が 54.0％と最も多く、次いで「窓口

での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る」が 50.7％、「窓口や市税での支払いに、キャッシュレ

ス決済サービス（クレジットカードや電子マネー）が利用できる」が 27.8％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
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⑨市からの情報発信について 
 

■市から得たい情報は「防災・防犯」が約６割 

問 17 市から得たい情報 

市から得たい情報は、「防災・防犯」が 57.6％と最も多く、次いで「健康・医療・福祉」が 47.0％、
「観光・イベント」が 40.8％などとなっています。 
昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

■「広報まきのはら」を情報源としている人が約７割、「市公式ＬＩＮＥ」は約６割 

問 18 市からの情報を得る媒体 

市からの情報を得る媒体は、「広報まきのはら」が 69.1％と最も多く、次いで「市公式ＬＩＮＥ」
が 57.9％、「ホームページ」が 18.8％などとなっています。 
昨年度と比較すると、「区、町内会の会合」が 6.8ポイント減少しています。 
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⑩牧之原市の行政サービスについて 
 

※『満足』は、満足度の「満足」と「やや満足」を足し合わせたものを指します。 

■≪火災・救急などの消防体制≫の満足度が、全分野を通して最も高い 

【防災】 

満足度は、≪３ 火災・救急などの消防体制≫で、『満足』が 71.6％、評価点が 0.57点と、最も

高くなっています。 

■満足度・評価点ともに≪健康づくり≫が最も高い 

【健康福祉】 

満足度は、≪12 健康づくり≫で『満足』が 64.1％、評価点が 0.36点と、最も高くなっています。 

■満足度・評価点ともに≪図書館の機能充実≫が最も高い 

【教育文化】 

満足度は、≪19 図書館の機能充実≫で『満足』が 61.3％、評価点が 0.32 点と、最も高くなっ

ています。 

■満足度・評価点ともに≪茶の消費促進≫が最も高い 

【産業経済】 

満足度は、≪22 茶の消費促進≫で『満足』が 48.0％、評価点が-0.02点と、最も高くなってい

ます。 

■満足度・評価点ともに≪上水道の供給環境≫が最も高い 

【都市基盤】 

満足度は、≪38 上水道の供給環境≫で『満足』が 59.3％、評価点が 0.28 点と、最も高くなっ

ています。 

■満足度・評価点ともに≪ごみの適正な処理などの生活環境対策≫が最も高い 

【生活環境】 

満足度は、≪41 ごみの適正な処理などの生活環境対策≫で『満足』が 64.1％、評価点が 0.36点

と、最も高くなっています。 

■≪市の情報や知りたい取組などの情報発信≫の満足度が、全分野を通して３番目に高い 

【市政経営】 

満足度は、≪50 市の情報や知りたい取組などの情報発信≫で『満足』は 68.5％、評価点が 0.53

点と、最も高くなっています。 
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⑪全ての取組の満足度の評価点順位と令和７年度との比較 

 
 

分
野 

評価項目 
満足度（Ｒ８） 満足度（Ｒ７） 

順位 評価点 順位 評価点 

防
災 

１ 震災・水害・浸水対策 32 -0.05 29 -0.20 

２ 自主防災組織の強化 10 0.22 10 0.13 

３ 火災・救急などの消防体制 1 0.57 1 0.50 

４ 盗難などの犯罪防止 31 -0.04 20 -0.02 

５ 学校や地域で子どもを守る活動 2 0.54 2 0.49 

６ 道路交通の安全対策 22 0.06 21 -0.02 

健
康
福
祉 

７ 子育て支援 16 0.16 19 -0.01 

８ 妊娠・出産・子育てについての経済的支援 25 0.00 31 -0.23 

９ 幼稚園・保育園・認定こども園等の充実 13 0.18 15 0.06 

10 高齢者福祉 17 0.11 18 0.02 

11 障がい者福祉 15 0.16 17 0.05 

12 健康づくり 5 0.36 6 0.27 

13 地域医療や榛原病院の体制 38 -0.29 37 -0.39 

14 地域福祉活動 14 0.18 12 0.08 

教
育
文
化 

15 子どもを通わせたいと思える学校環境 19 0.10 13 0.07 

16 学校再編の推進 20 0.10 11 0.09 

17 生涯学習活動の充実 12 0.21 8 0.14 

18 郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会 11 0.22 9 0.13 

19 図書館の機能充実 7 0.32 4 0.33 

20 スポーツ環境の充実 21 0.07 14 0.07 

産
業
経
済 

21 農業者・水産業者への支援 34 -0.14 36 -0.36 

22 茶の消費促進 29 -0.02 30 -0.21 

23 その他（茶以外）特産品の消費促進 36 -0.16 34 -0.28 

24 荒廃農地の活用 51 -0.70 49 -0.86 

25 耕作しやすい農地整備 48 -0.44 45 -0.58 

26 企業誘致 47 -0.43 48 -0.67 

27 起業に対する支援 37 -0.20 39 -0.41 

28 雇用機会の創出や就業環境の充実 41 -0.32 42 -0.49 

29 商工業者への支援 35 -0.14 32 -0.25 

30 市内での買い物環境 46 -0.39 43 -0.55 

31 観光誘客の促進 42 -0.32 44 -0.57 

32 各種イベントの開催 30 -0.03 28 -0.18 

都
市
基
盤 

33 住宅、店舗、工場などの計画的な誘導 45 -0.38 40 -0.42 

34 住宅地の確保や空き家情報の発信 49 -0.54 46 -0.60 

35 街並みや周辺の景観・美観への保全 44 -0.34 33 -0.27 

36 道路や河川の補修・整備 39 -0.30 35 -0.33 

37 公園・緑地の管理や整備 43 -0.34 41 -0.43 

38 上水道の供給環境 8 0.28 7 0.18 

生
活
環
境 

39 住民自治活動への支援 26 0.00 25 -0.16 

40 行政と地域の連携・協働 27 -0.02 26 -0.17 

41 ごみの適正な処理などの生活環境対策 4 0.36 5 0.30 

42 市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組 9 0.23 16 0.05 

43 再生可能エネルギー・省エネルギーの推進 28 -0.02 23 -0.11 

44 自然環境の保全 23 0.03 22 -0.07 

45 富士山静岡空港を活用するための取組 40 -0.30 27 -0.17 

46 公共交通の充実 50 -0.57 47 -0.66 

47 多文化共生への取組 33 -0.08   

市
政
経
営 

48 窓口サービスや行政手続き 6 0.34   

49 行政改革 24 0.02 38 -0.41 

50 市の情報や知りたい取組などの情報発信 3 0.53 3 0.35 

51 姉妹都市、友好都市などとの交流 18 0.10 24 -0.11 

※評価点は小数第二位までを表示しています（算出方法は 54 ページ参照）。 
※評価点の上位項目（第５位まで）には網掛けが付いています。 

※「39 住民自治活動への支援」は、令和７年度は「自治会の住民自治活動への支援」であった。 
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【満足度順】 
 

分野の凡例 

防 防災 健 健康福祉 教 教育文化 産 産業経済 都 都市基盤 生 生活環境 市 市政経営 
  

分

野 
評価項目 

満足度（Ｒ８） 満足度（Ｒ７） 

順位 評価点 順位 評価点 

防 ３ 火災・救急などの消防体制 1 0.57 1 0.50 

防 ５ 学校や地域で子どもを守る活動 2 0.54 2 0.49 

市 50 市の情報や知りたい取組などの情報発信 3 0.53 3 0.35 

生 41 ごみの適正な処理などの生活環境対策 4 0.36 5 0.30 

健 12 健康づくり 5 0.36 6 0.27 

市 48 窓口サービスや行政手続き 6 0.34   

教 19 図書館の機能充実 7 0.32 4 0.33 

都 38 上水道の供給環境 8 0.28 7 0.18 

生 42 市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組 9 0.23 16 0.05 

防 ２ 自主防災組織の強化 10 0.22 10 0.13 

教 18 郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会 11 0.22 9 0.13 

教 17 生涯学習活動の充実 12 0.21 8 0.14 

健 ９ 幼稚園・保育園・認定こども園等の充実 13 0.18 15 0.06 

健 14 地域福祉活動 14 0.18 12 0.08 

健 11 障がい者福祉 15 0.16 17 0.05 

健 ７ 子育て支援 16 0.16 19 -0.01 

健 10 高齢者福祉 17 0.11 18 0.02 

市 51 姉妹都市、友好都市などとの交流 18 0.10 24 -0.11 

教 15 子どもを通わせたいと思える学校環境 19 0.10 13 0.07 

教 16 学校再編の推進 20 0.10 11 0.09 

教 20 スポーツ環境の充実 21 0.07 14 0.07 

防 ６ 道路交通の安全対策 22 0.06 21 -0.02 

生 44 自然環境の保全 23 0.03 22 -0.07 

市 49 行政改革 24 0.02 38 -0.41 

健 ８ 妊娠・出産・子育てについての経済的支援 25 0.00 31 -0.23 

生 39 住民自治活動への支援 26 -0.00 25 -0.16 

生 40 行政と地域の連携・協働 27 -0.02 26 -0.17 

生 43 再生可能エネルギー・省エネルギーの推進 28 -0.02 23 -0.11 

産 22 茶の消費促進 29 -0.02 30 -0.21 

産 32 各種イベントの開催 30 -0.03 28 -0.18 

防 ４ 盗難などの犯罪防止 31 -0.04 20 -0.02 

防 １ 震災・水害・浸水対策 32 -0.05 29 -0.20 

生 47 多文化共生への取組 33 -0.08   

産 21 農業者・水産業者への支援 34 -0.14 36 -0.36 

産 29 商工業者への支援 35 -0.14 32 -0.25 

産 23 その他（茶以外）特産品の消費促進 36 -0.16 34 -0.28 

産 27 起業に対する支援 37 -0.20 39 -0.41 

健 13 地域医療や榛原病院の体制 38 -0.29 37 -0.39 

都 36 道路や河川の補修・整備 39 -0.30 35 -0.33 

生 45 富士山静岡空港を活用するための取組 40 -0.30 27 -0.17 

産 28 雇用機会の創出や就業環境の充実 41 -0.32 42 -0.49 

産 31 観光誘客の促進 42 -0.32 44 -0.57 

都 37 公園・緑地の管理や整備 43 -0.34 41 -0.43 

都 35 街並みや周辺の景観・美観への保全 44 -0.34 33 -0.27 

都 33 住宅、店舗、工場などの計画的な誘導 45 -0.38 40 -0.42 

産 30 市内での買い物環境 46 -0.39 43 -0.55 

産 26 企業誘致 47 -0.43 48 -0.67 

産 25 耕作しやすい農地整備 48 -0.44 45 -0.58 

都 34 住宅地の確保や空き家情報の発信 49 -0.54 46 -0.60 

生 46 公共交通の充実 50 -0.57 47 -0.66 

産 24 荒廃農地の活用 51 -0.70 49 -0.86 

※評価点の高い順に並べ替え、小数第二位までを表示しています。 
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（２）調査結果の詳細 

 
①牧之原市での暮らしについて 

 

（１）今後の居住継続意向 

問１ あなたは、今お住まいの場所に今後も住み続けたいと思いますか？（○は１つ） 

 

 
今後の居住継続意向は、「住み続けたい」が 52.2％と最も多く、次いで「わからない」が 23.9％、

「市外へ移りたい」が 17.4％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「市外へ移りたい」が 5.1ポイント減少しています。 
 

令和８年度
（n=661）

令和７年度
（n=701）

令和６年度
（n=654）

令和５年度
（n=685）

令和４年度
（n=749）

52.2 

52.2 

53.4 

54.5 

60.3 

5.9 

5.6 

6.0 

5.5 

5.2 

17.4 

22.5 

19.9 

22.0 

17.0 

23.9 

19.3 

19.9 

16.9 

16.6 

0.6 

0.4 

0.9 

1.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい 市内の他の場所へ移りたい

市外へ移りたい わからない

無回答
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【性 別】：女性は「市外へ移りたい」が 19.8％と男性より多くなっています。 

【年齢別】：19歳以下は「市外へ移りたい」が 36.7％と他の年代に比べて多くなっています。70歳以

上は「住み続けたい」が 72.9％と多く、「市外へ移りたい」「わからない」が少なくなっています。 
 

男性
（n=273）

女性
（n=354）

19歳以下
（n= 30）

20～29歳
（n= 85）

30～39歳
（n=107）

40～49歳
（n= 85）

50～59歳
（n=100）

60～69歳
（n=124）

70歳以上
（n=118）

55.3 

51.1 

30.0 

32.9 

48.6 

54.1 

49.0 

54.0 

72.9 

6.6 

5.4 

3.3 

7.1 

4.7 

5.9 

7.0 

6.5 

5.9 

14.7 

19.8 

36.7 

24.7 

20.6 

16.5 

13.0 

20.2 

7.6 

23.4 

22.9 

30.0 

35.3 

26.2 

23.5 

31.0 

18.5 

11.9 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい 市内の他の場所へ移りたい

市外へ移りたい わからない

無回答

クロス集計（性別・年齢別） 
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（２）他の場所へ移りたい理由 

 問１で「市内の他の場所へ移りたい」または「市外へ移りたい」と答えた方のみ  

問２ 他の場所へ移りたい理由は何ですか？（○は３つ以内） 

 

 
他の場所へ移りたい理由は、「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」が 52.6％と最も多

く、次いで「地震や津波などの被災のおそれがあるから」が 50.6％、「通勤や通学など交通面が不便

だから」が 40.9％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「人間関係やしきたり等が煩わしいから」が 9.6ポイント減少しています。 
 

公共施設や大きな商店が
なく生活に不便だから

勤めたい会社が
市内にないから

地震や津波などの
被災のおそれがあるから

道路などの生活基盤が
整備されていないから

通勤や通学など交通面が
不便だから

知人や親族がいないから

医療や介護の環境が
良くないから

自然環境が
悪化しているから

人間関係やしきたり等が
煩わしいから

その他

子育てや教育の環境が
良くないから

無回答

故郷ではないから

5.8 

3.9 

3.9 

3.2 

11.0 

1.3 

10.7 

7.6 

3.0 

4.6 

5.6 

0.5 

8.9 

16.0 

2.4 

3.6 

5.9 

0.6 

13.8 

5.8 

4.8 

1.6 

7.9 

0.0 

15.7 

9.0 

4.8 

1.8 

10.2 

0.6 

0% 30% 60%

令和８年度（n=154） 令和７年度（n=197） 令和６年度（n=169）

令和５年度（n=189） 令和４年度（n=166）

52.6 

50.6 

40.9 

22.7 

11.7 

11.0 

6.5 

52.3 

48.7 

43.7 

19.3 

21.3 

9.1 

5.1 

58.6 

46.7 

40.2 

23.1 

21.9 

12.4 

1.8 

50.8 

38.1 

45.5 

22.8 

25.9 

11.6 

5.8 

45.8 

41.0 

41.6 

23.5 

21.1 

10.8 

7.2 

0% 30% 60%
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【性 別】：男性は「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」「地震や津波などの被災のおそ

れがあるから」が女性より多くなっています。女性は「通勤や通学など交通面が不便だから」「医療や

介護の環境が良くないから」が男性より多くなっています。 
 

公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから

地震や津波などの被災のおそれがあるから

通勤や通学など交通面が不便だから

医療や介護の環境が良くないから

人間関係やしきたり等が煩わしいから

子育てや教育の環境が良くないから

故郷ではないから

勤めたい会社が市内にないから

道路などの生活基盤が整備されていないから

知人や親族がいないから

自然環境が悪化しているから

その他

無回答

男性 女性
（n= 58） （n= 89）

47.2 

46.1 

43.8 

27.0 

11.2 

11.2 

5.6 

4.5 

4.5 

4.5 

4.5 

11.2 

1.1 

0% 40% 80%

58.6 

55.2 

36.2 

17.2 

13.8 

12.1 

8.6 

5.2 

3.4 

3.4 

1.7 

12.1 

1.7 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：20～29歳は「公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから」が 63.0％と他の年代に比

べて多く、「医療や介護の環境が良くないから」が 3.7％と少なくなっています。30～39歳は「通勤や

通学など交通面が不便だから」が 55.6％と多く、「地震や津波などの被災のおそれがあるから」「人間

関係やしきたり等が煩わしいから」が少なくなっています。また、50～59歳は「人間関係やしきたり

等が煩わしいから」「自然環境が悪化しているから」が多くなっています。さらに、60～69 歳は「医

療や介護の環境が良くないから」が 45.5％と多くなっています。 

（※19歳以下、40～49歳、70歳以上は、回答者数が 20人未満のため割愛します。） 
 

公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから

地震や津波などの被災のおそれがあるから

通勤や通学など交通面が不便だから

医療や介護の環境が良くないから

人間関係やしきたり等が煩わしいから

子育てや教育の環境が良くないから

故郷ではないから

勤めたい会社が市内にないから

道路などの生活基盤が整備されていないから

知人や親族がいないから

自然環境が悪化しているから

その他

無回答

公共施設や大きな商店がなく生活に不便だから

地震や津波などの被災のおそれがあるから

通勤や通学など交通面が不便だから

医療や介護の環境が良くないから

人間関係やしきたり等が煩わしいから

子育てや教育の環境が良くないから

故郷ではないから

勤めたい会社が市内にないから

道路などの生活基盤が整備されていないから

知人や親族がいないから

自然環境が悪化しているから

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n= 20） （n= 33） （n= 16）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 12） （n= 27） （n= 27） （n= 19）

36.8 

42.1 

31.6 

26.3 

15.8 

31.6 

10.5 

5.3 

0.0 

10.5 

0.0 

21.1 

0.0 

0% 50% 100%

48.5 

54.5 

30.3 

45.5 

12.1 

9.1 

3.0 

0.0 

6.1 

3.0 

3.0 

9.1 

0.0 

0% 50% 100%

68.8 

62.5 

18.8 

25.0 

12.5 

0.0 

6.3 

0.0 

12.5 

6.3 

6.3 

12.5 

6.3 

0% 50% 100%

66.7 

58.3 

83.3 

0.0 

0.0 

8.3 

8.3 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

51.9 

37.0 

55.6 

22.2 

3.7 

18.5 

3.7 

11.1 

3.7 

3.7 

3.7 

14.8 

0.0 

0% 50% 100%

63.0 

55.6 

44.4 

3.7 

11.1 

7.4 

7.4 

11.1 

3.7 

0.0 

0.0 

3.7 

0.0 

0% 50% 100%

40.0 

50.0 

35.0 

20.0 

25.0 

0.0 

10.0 

0.0 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

5.0 

0% 50% 100%

クロス集計（年齢別） 
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（３）市内で転居するとしたら、どのような場所を重視するか 

問３ 市内で転居するとしたら、どんな場所に住みたいですか？（○は３つ以内） 

※転居する予定がない方もお答えください。 

 

 
市内で転居するとしたら、どのような場所を重視するかについては、「災害の心配がないところ」が

59.9％と最も多く、次いで「商店や公共施設の近く」が 38.9％、「公共交通機関へのアクセスの良い

ところ」が 37.2％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

災害の心配がないところ

商店や公共施設の近く

公共交通機関へのアクセスの良いところ

病院や医療施設の近く

幹線道路やインターチェンジ周辺など
交通の利便性が高いところ

市街地周辺で高台エリア

自然豊かで緑の多いところ

災害の心配はあるが、対策がされているところ
（避難タワーや避難路など）

昔から慣れ親しんだところ
（過去に住んでいた、通い慣れた場所など）

職場の近く

学校の近く

新興住宅地

その他

無回答

59.9 

38.9 

37.2 

25.1 

17.2 

15.6 

13.6 

12.7 

8.3 

6.8 

4.7 

0.9 

1.1 

5.4 

58.5 

38.4 

37.9 

23.7 

17.8 

14.7 

14.4 

10.7 

10.7 

8.6 

5.7 

2.1 

2.1 

3.7 

57.5 

38.2 

35.2 

26.0 

18.3 

15.0 

14.2 

9.3 

10.1 

6.7 

5.2 

0.5 

1.4 

6.1 

0% 20% 40% 60%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「職場の近く」が 10.3％と女性より多くなっています。女性は「病院や医療施設

の近く」が 26.8％と男性より多くなっています。 
 

災害の心配がないところ

商店や公共施設の近く

公共交通機関へのアクセスの良いところ

病院や医療施設の近く

幹線道路やＩＣ周辺など交通の利便性が高いところ

市街地周辺で高台エリア

自然豊かで緑の多いところ

災害の心配はあるが、対策がされているところ

昔から慣れ親しんだところ

職場の近く

学校の近く

新興住宅地

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

59.6 

40.4 

38.7 

26.8 

18.1 

14.4 

12.7 

12.1 

6.8 

4.8 

5.6 

0.3 

0.6 

7.1 

0% 40% 80%

60.1 

37.7 

35.5 

20.9 

17.2 

17.6 

15.8 

12.1 

10.3 

10.3 

2.9 

1.8 

1.8 

3.3 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19歳以下は「公共交通機関へのアクセスの良いところ」が 56.7％と他の年代に比べて多
くなっています。30～39 歳は「学校の近く」が 12.1％と多くなっています。また、40～49 歳は「災
害の心配がないところ」「商店や公共施設の近く」が多くなっています。50～59 歳は「市街地周辺で
高台エリア」が 22.0％と多くなっています。さらに、70歳以上は「病院や医療施設の近く」「自然豊
かで緑の多いところ」が多く、「幹線道路やＩＣ周辺など交通の利便性が高いところ」が 6.8％と少な
くなっています。 
 

災害の心配がないところ

商店や公共施設の近く

公共交通機関へのアクセスの良いところ

病院や医療施設の近く

幹線道路やＩＣ周辺など交通の利便性が高いところ

市街地周辺で高台エリア

自然豊かで緑の多いところ

災害の心配はあるが、対策がされているところ

昔から慣れ親しんだところ

職場の近く

学校の近く

新興住宅地

その他

無回答

災害の心配がないところ

商店や公共施設の近く

公共交通機関へのアクセスの良いところ

病院や医療施設の近く

幹線道路やＩＣ周辺など交通の利便性が高いところ

市街地周辺で高台エリア

自然豊かで緑の多いところ

災害の心配はあるが、対策がされているところ

昔から慣れ親しんだところ

職場の近く

学校の近く

新興住宅地

その他

無回答

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

72.9 

48.2 

40.0 

14.1 

18.8 

12.9 

11.8 

15.3 

5.9 

5.9 

7.1 

0.0 

1.2 

1.2 

0% 40% 80%

56.0 

37.0 

50.0 

25.0 

17.0 

22.0 

14.0 

10.0 

9.0 

3.0 

1.0 

2.0 

2.0 

3.0 

0% 40% 80%

58.1 

41.9 

34.7 

31.5 

13.7 

16.9 

15.3 

12.9 

11.3 

0.8 

1.6 

0.8 

0.8 

8.1 

0% 40% 80%

58.5 

40.7 

28.0 

48.3 

6.8 

11.9 

20.3 

8.5 

5.9 

1.7 

1.7 

0.0 

2.5 

11.9 

0% 40% 80%

53.3 

30.0 

56.7 

6.7 

23.3 

13.3 

6.7 

10.0 

6.7 

13.3 

6.7 

3.3 

0.0 

3.3 

0% 40% 80%

62.6 

35.5 

27.1 

15.9 

22.4 

16.8 

13.1 

17.8 

6.5 

17.8 

12.1 

0.0 

0.0 

2.8 

0% 40% 80%

57.6 

32.9 

42.4 

10.6 

28.2 

14.1 

5.9 

15.3 

8.2 

12.9 

5.9 

2.4 

0.0 

3.5 

0% 40% 80%

クロス集計（年齢別） 
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（４）浜岡原子力発電所の今後についての考え 

問４ あなたは、浜岡原子力発電所の今後についてどう思いますか？（〇は１つ） 

 

※「その他」は、令和７年度以前の選択肢です。 

 
浜岡原子力発電所の今後についての考えは、「浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働した

ほうが良い」が 39.6％と最も多く、次いで「浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうが良い」が

26.3％、「どちらともいえない」が 23.9％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうが良い」が平成 29年度以降減少

傾向で推移していましたが、今回は 1.2ポイント増加しています。 
 

令和８年度
（n=661）

令和７年度
（n=701）

令和６年度
（n=654）

令和５年度
（n=685）

令和４年度
（n=749）

令和３年度
（n=790）

令和２年度
（n=832）

令和元年度
（n=766）

平成30年度
（n=796）

平成29年度
（n=804）

26.3 

25.1 

28.6 

28.5 

32.0 

37.7 

44.5 

47.9 

49.4 

51.7 

39.6 

44.4 

39.4 

42.2 

36.4 

26.8 

23.1 

25.8 

23.6 

20.9 

23.9 

19.5 

19.4 

19.9 

20.7 

22.2 

21.2 

15.9 

17.3 

17.5 

9.1 

9.3 

11.0 

8.0 

8.9 

11.0 

8.2 

7.6 

6.7 

5.7 

1.4 

1.2 

1.5 

1.5 

1.8 

2.2 

2.1 

2.6 

3.1 

1.1 

0.3 

0.3 

0.0 

0.4 

0.5 

1.0 

0.7 

0.4 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうが良い

浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうが良い

どちらともいえない

わからない

その他

無回答
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【性 別】：男性は「浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうが良い」が 54.2％と女

性より多くなっています。女性は「どちらともいえない」「わからない」が男性より多くなっています。 

【年齢別】：19歳以下、60～69歳、70歳以上は「浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうが良い」

が３割以上と他の年代に比べて多くなっています。20～29 歳、30～39 歳、40～49 歳は「浜岡原子力

発電所の安全が確認できれば、稼働したほうが良い」が４割以上と多くなっています。 
 

男性
（n=273）

女性
（n=354）

19歳以下
（n= 30）

20～29歳
（n= 85）

30～39歳
（n=107）

40～49歳
（n= 85）

50～59歳
（n=100）

60～69歳
（n=124）

70歳以上
（n=118）

23.8 

27.1 

30.0 

18.8 

17.8 

15.3 

25.0 

37.9 

35.6 

54.2 

29.7 

33.3 

47.1 

42.1 

44.7 

37.0 

35.5 

36.4 

17.2 

29.1 

20.0 

15.3 

29.0 

29.4 

30.0 

24.2 

17.8 

4.0 

13.0 

16.7 

18.8 

11.2 

9.4 

7.0 

2.4 

6.8 

0.7 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

1.0 

0.0 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

浜岡原子力発電所は、停止しておいたほうが良い

浜岡原子力発電所の安全が確認できれば、稼働したほうが良い

どちらともいえない

わからない

無回答

クロス集計（性別・年齢別） 
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②女性にやさしいまちについて 

 

（５）牧之原市は女性が暮らしやすいまちか 

問６ あなたは、牧之原市は女性が暮らしやすいまちだと思いますか？（○は１つ） 

 

 
牧之原市は女性が暮らしやすいまちかについては、「どちらともいえない」が 30.9％と最も多く、

次いで「あまり思わない」が 27.4％、「ある程度思う」が 18.0％などとなっています。また、『思う』

（「とても思う」と「ある程度思う」の合計）は 20.4％、『思わない』（「あまり思わない」と「まった

く思わない」の合計）は 34.8％となっています。 

昨年度と比較すると、「どちらともいえない」が 5.2ポイント減少しています。 
 

令和８年度
（n=661）

令和７年度
（n=701）

令和６年度
（n=654）

2.4 

2.3 

0.6 

18.0 

14.3 

14.5 

30.9 

36.1 

38.1 

27.4 

25.5 

24.9 

7.4 

8.3 

8.9 

13.0 

12.7 

11.5 

0.9 

0.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う ある程度思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない わからない

無回答
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【性 別】：男性は「わからない」が 17.2％と女性より多くなっています。女性は「あまり思わない」

が 29.7％と男性より多くなっています。 

【年齢別】：19 歳以下は「わからない」が 36.7％と他の年代に比べて多く、「どちらともいえない」

「あまり思わない」が少なくなっています。また、『思う』は 19歳以下が 33.3％と多くなっています。 
 

男性
（n=273）

女性
（n=354）

19歳以下
（n= 30）

20～29歳
（n= 85）

30～39歳
（n=107）

40～49歳
（n= 85）

50～59歳
（n=100）

60～69歳
（n=124）

70歳以上
（n=118）

2.9 

2.3 

6.7 

4.7 

2.8 

2.4 

2.0 

0.0 

2.5 

15.8 

20.3 

26.7 

15.3 

16.8 

15.3 

19.0 

13.7 

23.7 

31.5 

30.2 

13.3 

30.6 

26.2 

34.1 

33.0 

33.9 

32.2 

24.2 

29.7 

13.3 

23.5 

32.7 

27.1 

21.0 

37.1 

24.6 

7.0 

7.6 

3.3 

9.4 

7.5 

14.1 

11.0 

4.0 

2.5 

17.2 

9.6 

36.7 

16.5 

14.0 

7.1 

14.0 

10.5 

11.0 

1.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う ある程度思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない わからない

無回答

クロス集計（性別・年齢別） 
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（６）女性にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野 

問７ あなたは、女性にとって暮らしやすいまちにするために、市全体で力を入れるべき分野は

何だと思いますか？（○は２つ以内） 

 

 
女性にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野は、「子育て」が 56.1％

と最も多く、次いで「仕事」が 53.6％、「日常生活」が 52.3％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

子育て

仕事

日常生活

結婚

その他

無回答

56.1 

53.6 

52.3 

10.0 

3.6 

1.4 

53.4 

56.6 

49.4 

11.0 

2.7 

1.6 

51.7 

40.1 

38.2 

11.5 

6.1 

8.6 

0% 20% 40% 60%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「結婚」が 13.6％と女性より多くなっています。 

【年齢別】：30～39歳は「子育て」が 73.8％と他の年代に比べて多くなっています。70歳以上は「子

育て」が 39.8％と少なくなっています。 
 

子育て

仕事

日常生活

結婚

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

57.6 

53.7 

53.7 

7.6 

3.1 

0.8 

0% 30% 60%

56.4 

54.9 

49.8 

13.6 

4.0 

1.1 

0% 30% 60%

子育て

仕事

日常生活

結婚

その他

無回答

子育て

仕事

日常生活

結婚

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

73.8 

53.3 

46.7 

5.6 

1.9 

0.9 

0% 40% 80%

66.7 

36.7 

56.7 

16.7 

0.0 

0.0 

0% 40% 80%

62.4 

40.0 

61.2 

12.9 

1.2 

0.0 

0% 40% 80%

60.0 

62.4 

49.4 

5.9 

5.9 

0.0 

0% 40% 80%

48.4 

58.1 

54.8 

9.7 

4.0 

0.0 

0% 40% 80%

39.8 

60.2 

52.5 

11.9 

4.2 

3.4 

0% 40% 80%

59.0 

51.0 

49.0 

12.0 

5.0 

1.0 

0% 40% 80%

クロス集計（性別・年齢別） 
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③子育てについて 

 

（７）牧之原市は子どもを育てやすい環境か 

問８ あなたは、牧之原市が子どもを育てやすい環境だと思いますか？（○は１つ） 

 

※「とても思う」は、令和５年度以前は「大いに思う」という選択肢でした。 

 
牧之原市は子どもを育てやすい環境かについては、「ある程度思う」が 27.1％と最も多く、次いで

「どちらともいえない」が 25.0％、「あまり思わない」が 23.3％などとなっています。また、『思う』

（「とても思う」と「ある程度思う」の合計）は 29.5％、『思わない』（「あまり思わない」と「まった

く思わない」の合計）は 29.8％となっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

令和８年度
（n=661）

令和７年度
（n=701）

令和６年度
（n=654）

令和５年度
（n=685）

令和４年度
（n=749）

2.4 

3.1 

1.2 

2.6 

1.3 

27.1 

24.4 

28.0 

26.3 

28.4 

25.0 

28.5 

31.8 

34.0 

32.4 

23.3 

25.4 

20.8 

20.3 

20.2 

6.5 

6.0 

5.2 

4.8 

3.5 

12.7 

11.8 

11.0 

10.7 

12.7 

3.0 

0.7 

2.0 

1.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う ある程度思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない わからない

無回答
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【性 別】：大きな差異はみられません。 

【年齢別】：19歳以下は「とても思う」が 10.0％と他の年代に比べて多く、「どちらともいえない」が

10.0％と少なくなっています。 
 

男性
（n=273）

女性
（n=354）

19歳以下
（n= 30）

20～29歳
（n= 85）

30～39歳
（n=107）

40～49歳
（n= 85）

50～59歳
（n=100）

60～69歳
（n=124）

70歳以上
（n=118）

2.2 

2.8 

10.0 

3.5 

2.8 

3.5 

1.0 

0.8 

1.7 

25.3 

29.4 

26.7 

22.4 

25.2 

32.9 

28.0 

24.2 

30.5 

27.5 

22.9 

10.0 

29.4 

24.3 

23.5 

28.0 

29.0 

20.3 

23.1 

23.7 

20.0 

20.0 

29.0 

22.4 

18.0 

28.2 

22.0 

8.1 

5.6 

10.0 

5.9 

4.7 

9.4 

9.0 

5.6 

4.2 

12.1 

12.1 

23.3 

18.8 

13.1 

8.2 

12.0 

8.9 

13.6 

1.8 

3.4 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

4.0 

3.2 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う ある程度思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない わからない

無回答

クロス集計（性別・年齢別） 



令和８年度 牧之原市 市民意識調査 報告書 

26 

 

（８）子どもを育てやすい環境にするために市が力を入れるべき取組 

問９ あなたは、子どもを育てやすい環境にするためには、市はどんなことに力を入れるべきだ

と思いますか？（○は３つ以内） 

 

※「仕事や家事などとの両立の支援」「男性の育児・家事参加の促進」は、令和６年度に追加された選択肢です。 

「地震・津波などの災害対策」「家族や地域が育児に参加することの啓発」は、令和５年度以前の選択肢です。 

 
子どもを育てやすい環境にするために市が力を入れるべき取組は、「小児科や産婦人科などの医療

機関の充実」が 58.5％と最も多く、次いで「子育てに関する経済的支援の充実」が 41.5％、「親子で

遊べる施設や公園の整備」が 38.3％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「子育てに関する経済的支援の充実」が 6.1ポイント減少しています。 
 

小児科や産婦人科などの
医療機関の充実

悩みごとを話せる
相談窓口の充実

子育てに関する
経済的支援の充実

男性の育児・
家事参加の促進

親子で遊べる施設や
公園の整備

子育てについての
積極的な情報提供

子どもを預かる施設の充実 地震・津波などの災害対策

仕事や家事などとの
両立の支援

家族や地域が育児に
参加することの啓発

教育・文化水準の向上 その他

地域で子どもを
育てる意識の向上

無回答

8.9 

8.0 

7.6 

3.6 

2.3 

10.3 

9.1 

5.4 

1.9 

1.6 

9.6 

9.6 

5.4 

1.8 

1.5 

10.7 

6.4 

17.1 

4.5 

2.3 

1.0 

11.7 

8.3 

19.8 

4.7 

1.6 

2.7 

0% 40% 80%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）

令和５年度（n=685） 令和４年度（n=749）

58.5 

41.5 

38.3 

31.9 

27.2 

16.5 

12.6 

58.8 

47.6 

39.1 

33.0 

30.1 

14.7 

12.1 

54.6 

46.8 

36.7 

34.9 

32.0 

13.3 

10.9 

58.4 

50.5 

45.7 

38.1 

17.1 

13.4 

59.5 

43.7 

42.7 

32.0 

17.2 

12.8 

0% 40% 80%



２．調査結果 

27 

 

 

 

 
【性 別】：男性は「子育てに関する経済的支援の充実」が 48.4％と女性より多くなっています。女

性は「小児科や産婦人科などの医療機関の充実」「親子で遊べる施設や公園の整備」が男性より多く

なっています。 
 

小児科や産婦人科などの 医療機関の充実

子育てに関する 経済的支援の充実

親子で遊べる施設や 公園の整備

子どもを預かる施設の充実

仕事や家事などとの 両立の支援

教育・文化水準の向上

地域で子どもを 育てる意識の向上

悩みごとを話せる 相談窓口の充実

男性の育児・ 家事参加の促進

子育てについての 積極的な情報提供

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

61.9 

37.0 

41.8 

31.9 

25.7 

16.7 

10.7 

9.6 

9.0 

8.5 

2.8 

2.3 

0% 40% 80%

53.5 

48.4 

34.4 

34.1 

28.6 

16.5 

15.4 

7.3 

6.2 

6.2 

4.8 

1.8 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19歳以下は「男性の育児・家事参加の促進」が 30.0％と他の年代に比べて多くなってい

ます。20～29歳は「子育てについての積極的な情報提供」が 15.3％と多く、「小児科や産婦人科など

の医療機関の充実」が 38.8％と少なくなっています。また、30～39歳は「親子で遊べる施設や公園の

整備」が 56.1％と多くなっています。40～49歳は「教育・文化水準の向上」が 24.7％と多く、「子ど

もを預かる施設の充実」が 22.4％と少なくなっています。60～69歳は「小児科や産婦人科などの医療

機関の充実」「子どもを預かる施設の充実」が多くなっています。さらに、70 歳以上は「子育てに関

する経済的支援の充実」「仕事や家事などとの両立の支援」が少なくなっています。 
 

小児科や産婦人科などの 医療機関の充実

子育てに関する 経済的支援の充実

親子で遊べる施設や 公園の整備

子どもを預かる施設の充実

仕事や家事などとの 両立の支援

教育・文化水準の向上

地域で子どもを 育てる意識の向上

悩みごとを話せる 相談窓口の充実

男性の育児・ 家事参加の促進

子育てについての 積極的な情報提供

その他

無回答

小児科や産婦人科などの 医療機関の充実

子育てに関する 経済的支援の充実

親子で遊べる施設や 公園の整備

子どもを預かる施設の充実

仕事や家事などとの 両立の支援

教育・文化水準の向上

地域で子どもを 育てる意識の向上

悩みごとを話せる 相談窓口の充実

男性の育児・ 家事参加の促進

子育てについての 積極的な情報提供

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

60.0 

47.1 

37.6 

22.4 

31.8 

24.7 

10.6 

5.9 

10.6 

7.1 

3.5 

0.0 

0% 40% 80%

64.0 

42.0 

31.0 

36.0 

30.0 

18.0 

11.0 

9.0 

7.0 

3.0 

7.0 

1.0 

0% 40% 80%

70.2 

33.9 

37.9 

41.1 

28.2 

13.7 

12.9 

9.7 

5.6 

7.3 

5.6 

0.0 

0% 40% 80%

60.2 

28.0 

28.0 

33.1 

15.3 

18.6 

16.9 

10.2 

4.2 

10.2 

2.5 

7.6 

0% 40% 80%

56.7 

43.3 

40.0 

33.3 

26.7 

10.0 

10.0 

6.7 

30.0 

0.0 

3.3 

0.0 

0% 40% 80%

55.1 

51.4 

56.1 

28.0 

31.8 

10.3 

11.2 

8.4 

6.5 

5.6 

2.8 

2.8 

0% 40% 80%

38.8 

54.1 

40.0 

29.4 

31.8 

17.6 

11.8 

8.2 

9.4 

15.3 

0.0 

0.0 

0% 40% 80%

クロス集計（年齢別） 
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④教育について 

 

（９）義務教育学校の整備を踏まえた上で、子どもに身につけさせたい力 

問10 あなたは、義務教育学校の整備を踏まえ、今後、子どもに身につけさせたい力は、どのよ

うなものだと思いますか？（○は３つ以内） 

 

 
義務教育学校の整備を踏まえた上で、子どもに身につけさせたい力は、「人間関係を築く力（コミュ

ニケーション力）」が 43.4％と最も多く、次いで「善悪を判断する力」が 33.6％、「自分の考えを表現

する力」が 30.4％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「自ら学ぼうとする意欲」が 5.7ポイント減少しています。 
 

人間関係を築く力（コミュニケーション力）

善悪を判断する力

自分の考えを表現する力

自ら学ぼうとする意欲

教科の基礎的な学力

体力や運動能力

コンピュータを活用する力

実際の場面で使える英語力

基本的な生活習慣

新しいものを生み出す創造的な力

ものごとを論理的に考える力

社会で役立とうとする心

ものごとを計画的に行う力

音楽・美術など芸術面の能力や情操

その他

無回答

43.4 

33.6 

30.4 

26.5 

25.1 

21.5 

19.8 

19.1 

13.2 

10.4 

10.3 

9.5 

6.4 

5.1 

2.4 

2.3 

47.2 

32.5 

31.2 

32.2 

24.8 

18.8 

19.5 

21.4 

13.1 

12.0 

10.0 

8.8 

4.3 

2.9 

2.0 

1.3 

42.2 

32.3 

33.8 

26.1 

26.8 

16.8 

22.0 

22.5 

13.5 

11.5 

11.3 

8.7 

6.6 

3.8 

1.7 

0.5 

0% 30% 60%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「自ら学ぼうとする意欲」「ものごとを論理的に考える力」が女性より多くなって

います。女性は「自分の考えを表現する力」「教科の基礎的な学力」「実際の場面で使える英語力」が

男性より多くなっています。 

【年齢別】：19歳以下は「教科の基礎的な学力」「コンピュータを活用する力」が他の年代に比べて多

く、「善悪を判断する力」「基本的な生活習慣」が少なくなっています。20～29歳は「基本的な生活習

慣」が 20.0％と多くなっています。また、40～49歳は「自分の考えを表現する力」「ものごとを計画

的に行う力」が多くなっています。60～69歳は「人間関係を築く力（コミュニケーション力）」「善悪

を判断する力」が多くなっています。さらに、70歳以上は「人間関係を築く力（コミュニケーション

力）」が 28.8％と少なくなっています。 
 

人間関係を築く力（コミュニケーション力）

善悪を判断する力

自分の考えを表現する力

自ら学ぼうとする意欲

教科の基礎的な学力

体力や運動能力

コンピュータを活用する力

実際の場面で使える英語力

基本的な生活習慣

新しいものを生み出す創造的な力

ものごとを論理的に考える力

社会で役立とうとする心

ものごとを計画的に行う力

音楽・美術など芸術面の能力や情操

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

45.2 

34.7 

33.9 

23.7 

28.0 

20.1 

18.4 

22.0 

13.6 

9.0 

6.8 

9.9 

5.6 

5.4 

2.0 

2.0 

0% 30% 60%

42.5 

31.5 

26.7 

30.4 

20.9 

23.4 

21.6 

16.1 

12.8 

11.7 

14.7 

9.9 

7.3 

4.4 

2.9 

1.8 

0% 30% 60%

クロス集計（性別） 
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人間関係を築く力（コミュニケーション力）

善悪を判断する力

自分の考えを表現する力

自ら学ぼうとする意欲

教科の基礎的な学力

体力や運動能力

コンピュータを活用する力

実際の場面で使える英語力

基本的な生活習慣

新しいものを生み出す創造的な力

ものごとを論理的に考える力

社会で役立とうとする心

ものごとを計画的に行う力

音楽・美術など芸術面の能力や情操

その他

無回答

人間関係を築く力（コミュニケーション力）

善悪を判断する力

自分の考えを表現する力

自ら学ぼうとする意欲

教科の基礎的な学力

体力や運動能力

コンピュータを活用する力

実際の場面で使える英語力

基本的な生活習慣

新しいものを生み出す創造的な力

ものごとを論理的に考える力

社会で役立とうとする心

ものごとを計画的に行う力

音楽・美術など芸術面の能力や情操

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

41.2 

28.2 

45.9 

17.6 

24.7 

17.6 

24.7 

25.9 

14.1 

7.1 

11.8 

5.9 

16.5 

2.4 

2.4 

0.0 

0% 40% 80%

49.0 

34.0 

31.0 

30.0 

20.0 

19.0 

18.0 

16.0 

11.0 

8.0 

12.0 

11.0 

6.0 

1.0 

6.0 

2.0 

0% 40% 80%

54.0 

43.5 

23.4 

26.6 

29.8 

24.2 

13.7 

18.5 

14.5 

11.3 

8.9 

8.9 

2.4 

7.3 

1.6 

0.0 

0% 40% 80%

28.8 

36.4 

29.7 

33.9 

22.9 

16.9 

13.6 

15.3 

11.0 

13.6 

9.3 

9.3 

5.1 

6.8 

0.8 

7.6 

0% 40% 80%

43.3 

16.7 

26.7 

20.0 

36.7 

26.7 

43.3 

23.3 

3.3 

13.3 

6.7 

13.3 

3.3 

10.0 

0.0 

0.0 

0% 40% 80%

43.5 

29.4 

24.7 

17.6 

24.7 

23.5 

22.4 

23.5 

20.0 

9.4 

15.3 

8.2 

8.2 

4.7 

2.4 

1.2 

0% 40% 80%

45.8 

30.8 

31.8 

32.7 

25.2 

25.2 

22.4 

17.8 

14.0 

9.3 

7.5 

11.2 

4.7 

5.6 

2.8 

0.9 

0% 40% 80%

クロス集計（年齢別） 
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⑤多文化共生について 

 

（10）外国籍住民が暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野 

問11 あなたは、外国籍住民にとって暮らしやすいまちにするために、市全体で力を入れるべき

分野は何だと思いますか？（○は２つ以内） 

 

 
外国籍住民にとって暮らしやすいまちにするために市全体で力を入れるべき分野は、「日常生活サ

ポート」が 63.8％と最も多く、次いで「言語サポート」が 52.2％、「相談できる窓口」が 23.6％など

となっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

日常生活サポート

言語サポート

相談できる窓口

雇用サポート

市民の理解

その他

無回答

63.8 

52.2 

23.6 

15.4 

12.7 

5.3 

2.1 

59.2 

49.5 

27.0 

20.1 

17.1 

2.7 

1.9 

45.3 

47.2 

19.9 

19.1 

18.3 

5.0 

6.3 

0% 40% 80%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）



２．調査結果 

33 

 

 

 

 

 
【性 別】：男性は「雇用サポート」が 19.8％と女性より多くなっています。女性は「日常生活サポ

ート」が 66.7％と男性より多くなっています。 

【年齢別】：19 歳以下は「言語サポート」「雇用サポート」が他の年代と比べて多く、「日常生活サポ

ート」が 46.7％と少なくなっています。60～69歳は「相談できる窓口」が 33.9％と多く、「雇用サポ

ート」が 9.7％と少なくなっています。 
 

日常生活サポート

言語サポート

相談できる窓口

雇用サポート

市民の理解

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

66.7 

53.1 

24.3 

12.7 

11.6 

3.7 

2.3 

0% 40% 80%

58.2 

51.6 

22.7 

19.8 

14.3 

7.7 

1.8 

0% 40% 80%

日常生活サポート

言語サポート

相談できる窓口

雇用サポート

市民の理解

その他

無回答

日常生活サポート

言語サポート

相談できる窓口

雇用サポート

市民の理解

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

46.7 

70.0 

16.7 

23.3 

6.7 

3.3 

0.0 

0% 40% 80%

58.8 

54.1 

12.9 

17.6 

10.6 

5.9 

1.2 

0% 40% 80%

62.4 

56.5 

24.7 

16.5 

8.2 

5.9 

0.0 

0% 40% 80%

65.4 

48.6 

19.6 

17.8 

12.1 

2.8 

0.9 

0% 40% 80%

69.0 

52.0 

18.0 

16.0 

13.0 

7.0 

2.0 

0% 40% 80%

70.2 

54.0 

33.9 

9.7 

14.5 

4.0 

1.6 

0% 40% 80%

57.6 

47.5 

28.8 

15.3 

16.9 

7.6 

6.8 

0% 40% 80%

クロス集計（性別・年齢別） 
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⑥公共施設の最適化について 

 

（11）市が行っている「公共施設の最適化」に対応するための取組で知っているもの 

問12 牧之原市では、「公共施設の最適化」に対応するための取組を行っています。あなたは、市

のどのような取組を知っていますか？（○はいくつでも） 

 

 
市が行っている「公共施設の最適化」に対応するための取組で知っているものは、「学校再編の取

組」が 65.4％と最も多く、次いで「片浜小学校の利活用」が 52.2％、「道の駅の整備」が 44.2％など

となっています。 

昨年度と比較すると、「消防団詰所の統廃合」が 7.1ポイント増加し、「多目的体育館の整備」が 6.9

ポイント減少しています。 
 

学校再編の取組

片浜小学校の利活用

道の駅の整備

図書館の整備

保育施設の民営化

多目的体育館の整備

消防団詰所の統廃合

老朽化施設の取り壊し

その他

知らない

無回答

65.4 

52.2 

44.2 

36.3 

25.1 

23.1 

22.8 

14.2 

0.6 

14.1 

1.7 

66.3 

50.2 

46.9 

40.9 

25.2 

30.0 

15.7 

16.1 

0.6 

12.8 

2.0 

65.7 

50.2 

43.7 

45.7 

23.7 

33.2 

14.4 

15.7 

0.6 

11.9 

1.4 

0% 40% 80%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「消防団詰所の統廃合」「老朽化施設の取り壊し」「知らない」が女性より多くなっ

ています。女性は「学校再編の取組」「片浜小学校の利活用」「図書館の整備」「保育施設の民営化」が

男性より多くなっています。 
 

学校再編の取組

片浜小学校の利活用

道の駅の整備

図書館の整備

保育施設の民営化

多目的体育館の整備

消防団詰所の統廃合

老朽化施設の取り壊し

その他

知らない

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

68.9 

59.3 

43.8 

42.4 

29.1 

22.9 

20.3 

11.9 

0.0 

11.6 

1.4 

0% 40% 80%

61.5 

44.7 

46.2 

28.9 

21.2 

22.3 

27.1 

17.2 

1.5 

16.8 

1.8 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19歳以下は「図書館の整備」「保育施設の民営化」「多目的体育館の整備」「消防団詰所の

統廃合」が他の年代に比べて少なくなっています。60～69歳は「消防団詰所の統廃合」が 30.6％と多

くなっています。また、70歳以上は「道の駅の整備」が 36.4％と少なくなっています。 
 

学校再編の取組

片浜小学校の利活用

道の駅の整備

図書館の整備

保育施設の民営化

多目的体育館の整備

消防団詰所の統廃合

老朽化施設の取り壊し

その他

知らない

無回答

学校再編の取組

片浜小学校の利活用

道の駅の整備

図書館の整備

保育施設の民営化

多目的体育館の整備

消防団詰所の統廃合

老朽化施設の取り壊し

その他

知らない

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

74.1 

58.8 

49.4 

41.2 

35.3 

27.1 

21.2 

12.9 

0.0 

12.9 

0.0 

0% 50% 100%

67.0 

59.0 

42.0 

39.0 

28.0 

25.0 

20.0 

11.0 

0.0 

13.0 

1.0 

0% 50% 100%

70.3 

51.7 

36.4 

38.1 

30.5 

21.2 

25.4 

14.4 

0.8 

7.6 

7.6 

0% 50% 100%

74.2 

53.2 

51.6 

34.7 

19.4 

22.6 

30.6 

19.4 

0.8 

8.9 

0.0 

0% 50% 100%

53.3 

60.0 

43.3 

26.7 

10.0 

10.0 

13.3 

6.7 

0.0 

23.3 

0.0 

0% 50% 100%

57.0 

46.7 

43.9 

36.4 

25.2 

25.2 

20.6 

15.0 

0.9 

23.4 

0.9 

0% 50% 100%

50.6 

45.9 

44.7 

35.3 

20.0 

22.4 

21.2 

11.8 

1.2 

16.5 

0.0 

0% 50% 100%

クロス集計（年齢別） 
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（12）「公共施設の最適化」による施設の廃止や使用料の値上がりを容認できるか 

問13 「公共施設の最適化」への対応を進めると、施設の統合や廃止により、今まで利用できた

施設が利用できなくなったり、使用料が値上がりする場合もあります。あなたは、このこ

とに対してどう思いますか？（○は１つ） 

 

 
「公共施設の最適化」による施設の廃止や使用料の値上がりを容認できるかについては、「ある程

度までは容認できる」が 77.3％と最も多く、次いで「容認できる」が 12.0％、「容認できない」が 8.9％

となっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

令和８年度
（n=661）

令和７年度
（n=701）

令和６年度
（n=654）

令和５年度
（n=685）

令和４年度
（n=749）

12.0 

13.6 

16.8 

12.6 

12.4 

77.3 

72.9 

71.7 

75.5 

74.1 

8.9 

11.4 

8.7 

10.8 

10.9 

1.8 

2.1 

2.8 

1.2 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

容認できる ある程度までは容認できる 容認できない 無回答
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【性 別】：男性は「容認できる」が 19.0％と女性より多くなっています。女性は「ある程度までは

容認できる」が 84.2％と男性より多くなっています。 

【年齢別】：50～59歳は「ある程度までは容認できる」が 89.0％と他の年代に比べて多くなっています。 
 

男性
（n=273）

女性
（n=354）

19歳以下
（n= 30）

20～29歳
（n= 85）

30～39歳
（n=107）

40～49歳
（n= 85）

50～59歳
（n=100）

60～69歳
（n=124）

70歳以上
（n=118）

19.0 

6.8 

13.3 

17.6 

10.3 

10.6 

8.0 

15.3 

9.3 

68.9 

84.2 

70.0 

74.1 

79.4 

76.5 

89.0 

77.4 

71.2 

10.3 

7.3 

16.7 

7.1 

9.3 

12.9 

3.0 

7.3 

11.0 

1.8 

1.7 

0.0 

1.2 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

容認できる ある程度までは容認できる 容認できない 無回答

クロス集計（性別・年齢別） 
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⑦健康寿命について 

 

（13）健康について気を付けていること 

問14 あなたが健康について気を付けていることは何ですか？（○はいくつでも） 

 

 
健康について気を付けていることは、「睡眠・休養を十分にとる」が 63.5％と最も多く、次いで「食

事・栄養に気を配っている」が 57.5％、「定期的に健康診断を受けている」が 50.1％などとなってい

ます。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

睡眠・休養を十分にとる

食事・栄養に気を配っている

定期的に健康診断を受けている

運動やスポーツをするようにしている

定期的に歯科検診を受けている

ストレスをためないようにしている

酒・たばこを控えている、または、やめている

不安や悩みを相談できる人間関係を築いている

新聞・テレビ等で健康の知識を増やしている

趣味活動やクラブ活動に参加している

地域活動や奉仕活動等に参加している

運動に係る行事（グラウンドゴルフ等）に参加している

その他

健康について気を付けていることはない

無回答

63.5 

57.5 

50.1 

33.0 

32.8 

31.0 

26.5 

16.5 

16.2 

12.6 

8.5 

3.6 

1.1 

1.8 

0.6 

61.9 

57.8 

50.2 

31.4 

31.0 

35.4 

22.8 

18.4 

17.8 

14.3 

9.6 

3.7 

0.9 

3.1 

0.4 

61.9 

50.2 

44.2 

35.0 

30.0 

30.6 

24.3 

13.9 

15.7 

11.0 

10.6 

3.1 

1.5 

2.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「運動やスポーツをするようにしている」「酒・たばこを控えている、または、や

めている」が女性より多くなっています。女性は「睡眠・休養を十分にとる」「食事・栄養に気を配っ

ている」「定期的に健康診断を受けている」「定期的に歯科検診を受けている」「不安や悩みを相談できる

人間関係を築いている」「新聞・テレビ等で健康の知識を増やしている」が男性より多くなっています。 

【年齢別】：19歳以下は「ストレスをためないようにしている」が 43.3％と他の年代に比べて多く、

「定期的に健康診断を受けている」「定期的に歯科検診を受けている」「酒・たばこを控えている、ま

たは、やめている」が少なくなっています。20～29歳は「食事・栄養に気を配っている」が 43.5％と

少なくなっています。また、30～39 歳は「運動やスポーツをするようにしている」「ストレスをため

ないようにしている」が少なくなっています。60～69歳は「睡眠・休養を十分にとる」が少なくなっ

ています。さらに、70 歳以上は「酒・たばこを控えている、または、やめている」「新聞・テレビ等

で健康の知識を増やしている」「地域活動や奉仕活動等に参加している」「運動に係る行事に参加して

いる」が多くなっています。 
 

睡眠・休養を十分にとる

食事・栄養に気を配っている

定期的に健康診断を受けている

運動やスポーツをするようにしている

定期的に歯科検診を受けている

ストレスをためないようにしている

酒・たばこを控えている、または、やめている

不安や悩みを相談できる人間関係を築いている

新聞・テレビ等で健康の知識を増やしている

趣味活動やクラブ活動に参加している

地域活動や奉仕活動等に参加している

運動に係る行事に参加している

その他

健康について気を付けていることはない

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

69.8 

63.8 

55.6 

28.2 

41.5 

32.5 

23.4 

23.4 

20.3 

14.1 

7.9 

2.3 

0.8 

1.1 

0.3 

0% 40% 80%

56.8 

50.2 

44.3 

40.7 

22.3 

31.5 

30.4 

7.7 

11.4 

11.0 

9.5 

5.5 

1.5 

2.9 

0.4 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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睡眠・休養を十分にとる

食事・栄養に気を配っている

定期的に健康診断を受けている

運動やスポーツをするようにしている

定期的に歯科検診を受けている

ストレスをためないようにしている

酒・たばこを控えている、または、やめている

不安や悩みを相談できる人間関係を築いている

新聞・テレビ等で健康の知識を増やしている

趣味活動やクラブ活動に参加している

地域活動や奉仕活動等に参加している

運動に係る行事に参加している

その他

健康について気を付けていることはない

無回答

睡眠・休養を十分にとる

食事・栄養に気を配っている

定期的に健康診断を受けている

運動やスポーツをするようにしている

定期的に歯科検診を受けている

ストレスをためないようにしている

酒・たばこを控えている、または、やめている

不安や悩みを相談できる人間関係を築いている

新聞・テレビ等で健康の知識を増やしている

趣味活動やクラブ活動に参加している

地域活動や奉仕活動等に参加している

運動に係る行事に参加している

その他

健康について気を付けていることはない

無回答

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

67.1 

62.4 

45.9 

27.1 

30.6 

32.9 

20.0 

21.2 

12.9 

11.8 

8.2 

1.2 

1.2 

2.4 

0.0 

0% 50% 100%

62.0 

53.0 

65.0 

36.0 

32.0 

27.0 

28.0 

13.0 

17.0 

11.0 

6.0 

2.0 

1.0 

2.0 

2.0 

0% 50% 100%

52.4 

60.5 

61.3 

34.7 

41.1 

36.3 

30.6 

11.3 

18.5 

10.5 

5.6 

1.6 

1.6 

1.6 

0.8 

0% 50% 100%

61.9 

65.3 

62.7 

42.4 

44.1 

32.2 

35.6 

16.9 

31.4 

18.6 

23.7 

14.4 

2.5 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

73.3 

50.0 

13.3 

40.0 

6.7 

43.3 

6.7 

20.0 

3.3 

23.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

70.1 

59.8 

43.9 

19.6 

36.4 

16.8 

22.4 

16.8 

8.4 

6.5 

3.7 

0.9 

0.0 

1.9 

0.0 

0% 50% 100%

67.1 

43.5 

24.7 

35.3 

11.8 

37.6 

23.5 

20.0 

5.9 

12.9 

3.5 

0.0 

0.0 

4.7 

0.0 

0% 50% 100%

クロス集計（年齢別） 
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⑧行政サービスのデジタル化について 

 

（14）個人でインターネットを利用している端末 

問15 あなたは現在、個人でインターネットを利用していますか？利用している場合は、ご利用

端末にすべて〇をつけてください。（○はいくつでも） 

 

 
個人でインターネットを利用している端末は、「スマートフォン」が 83.5％と最も多く、次いで「パ

ソコン」が 44.2％、「インターネットに接続できるテレビ」が 28.1％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

スマートフォン

パソコン

インターネットに接続できるテレビ

タブレット型端末

家庭用ゲーム機

携帯電話（スマートフォンを除く）

その他

インターネットは利用していない

無回答

83.5 

44.2 

28.1 

21.9 

18.0 

7.0 

0.2 

9.5 

1.1 

84.0 

42.9 

26.0 

19.1 

16.4 

6.8 

0.3 

9.3 

0.9 

85.9 

53.2 

26.5 

24.0 

19.1 

7.0 

0.0 

7.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「パソコン」「家庭用ゲーム機」が女性より多くなっています。 
 

スマートフォン

パソコン

インターネットに接続できるテレビ

タブレット型端末

家庭用ゲーム機

携帯電話（スマートフォンを除く）

その他

インターネットは利用していない

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

82.2 

33.1 

26.6 

20.3 

14.4 

7.3 

0.0 

10.5 

1.1 

0% 50% 100%

86.4 

59.7 

31.1 

24.5 

24.2 

6.6 

0.4 

7.3 

0.7 

0% 50% 100%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19 歳以下は「インターネットに接続できるテレビ」「タブレット型端末」「家庭用ゲーム

機」が他の年代に比べて多くなっています。70歳以上は「インターネットは利用していない」が 37.3％

と多く、「スマートフォン」「パソコン」「インターネットに接続できるテレビ」「タブレット型端末」

が少なくなっています。 
 

スマートフォン

パソコン

インターネットに接続できるテレビ

タブレット型端末

家庭用ゲーム機

携帯電話（スマートフォンを除く）

その他

インターネットは利用していない

無回答

スマートフォン

パソコン

インターネットに接続できるテレビ

タブレット型端末

家庭用ゲーム機

携帯電話（スマートフォンを除く）

その他

インターネットは利用していない

無回答

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

91.0 

44.0 

27.0 

27.0 

14.0 

10.0 

0.0 

2.0 

1.0 

0% 50% 100%

85.5 

50.8 

22.6 

15.3 

3.2 

7.3 

0.0 

7.3 

0.8 

0% 50% 100%

44.1 

29.7 

12.7 

7.6 

0.0 

11.0 

0.8 

37.3 

4.2 

0% 50% 100%

96.5 

48.2 

43.5 

34.1 

25.9 

7.1 

0.0 

1.2 

0.0 

0% 50% 100%

97.2 

40.2 

33.6 

21.5 

28.0 

1.9 

0.0 

0.9 

0.0 

0% 50% 100%

97.6 

56.5 

30.6 

25.9 

40.0 

3.5 

0.0 

1.2 

0.0 

0% 50% 100%

96.7 

53.3 

53.3 

50.0 

50.0 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

クロス集計（年齢別） 
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（15）デジタル技術の導入により、行政サービスの利便性向上に期待すること 

問16 デジタル技術の導入によって、どのような行政サービスの利便性向上に期待しますか？ 

（○は３つ以内） 
 

 

 
デジタル技術の導入により、行政サービスの利便性向上に期待することは、「オンライン申請によ

り、届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる」が 54.0％と最も多く、次いで「窓口での

手続きが簡単にでき、待ち時間も減る」が 50.7％、「窓口や市税での支払いに、キャッシュレス決済

サービス（クレジットカードや電子マネー）が利用できる」が 27.8％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

オンライン申請により、届け出や申請のために窓口に出向
くことが不要になる

窓口での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る

窓口や市税での支払いに、キャッシュレス決済サービス
（クレジットカードや電子マネー）が利用できる

市からの情報提供が強化される
（ＳＮＳやＬＩＮＥ、ホームページなど）

業務の効率化により行政コストが削減できる

飲食や買い物がお得になるサービス
（スタンプラリー、ポイント還元）が利用できる

パソコンやスマートフォンの
操作支援や講習会が受けられる

行政が保有するデータを利用・活用できる
（オープンデータ）

その他

特になし

無回答

54.0 

50.7 

27.8 

21.2 

21.0 

20.9 

6.2 

4.5 

2.6 

8.6 

1.7 

52.2 

53.8 

27.7 

19.8 

22.7 

23.1 

5.7 

3.1 

0.9 

8.7 

2.7 

56.9 

54.7 

23.2 

21.4 

22.5 

22.6 

8.6 

2.8 

0.9 

4.6 

2.1 

0% 30% 60%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）
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【性 別】：男性は「オンライン申請により、届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる」

「窓口や市税での支払いに、キャッシュレス決済サービスが利用できる」「業務の効率化により行政

コストが削減できる」「行政が保有するデータを利用・加工できる」が女性より多くなっています。女

性は「窓口での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る」「市からの情報提供が強化される」「飲食や買

い物がお得になるサービスが利用できる」が男性より多くなっています。 
 

オンライン申請により、
届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる

窓口での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る

窓口や市税での支払いに、
キャッシュレス決済サービスが利用できる

市からの情報提供が強化される

業務の効率化により行政コストが削減できる

飲食や買い物がお得になるサービスが利用できる

パソコンやスマートフォンの
操作支援や講習会が受けられる

行政が保有するデータを利用・加工できる

その他

特になし

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

50.8 

54.0 

25.7 

25.7 

17.8 

25.4 

6.2 

1.7 

1.7 

7.1 

2.0 

0% 40% 80%

60.4 

48.4 

32.2 

16.8 

25.3 

16.1 

5.9 

8.4 

3.7 

8.4 

1.1 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19歳以下は「飲食や買い物がお得になるサービスが利用できる」が 43.3％と他の年代に

比べて多くなっています。40～49歳は「オンライン申請により、届け出や申請のために窓口に出向く

ことが不要になる」が 82.4％と多くなっています。また、50～59歳は「業務の効率化により行政コス

トが削減できる」が 32.0％と多くなっています。60～69 歳は「市からの情報提供が強化される」が

33.1％と多くなっています。さらに、70歳以上は「特になし」が 25.4％と多く、「オンライン申請に

より、届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる」「窓口での手続きが簡単にでき、待ち時

間も減る」「窓口や市税での支払いに、キャッシュレス決済サービスが利用できる」「飲食や買い物が

お得になるサービスが利用できる」が少なくなっています。 
 

オンライン申請により、
届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる

窓口での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る

窓口や市税での支払いに、
キャッシュレス決済サービスが利用できる

市からの情報提供が強化される

業務の効率化により行政コストが削減できる

飲食や買い物がお得になるサービスが利用できる

パソコンやスマートフォンの
操作支援や講習会が受けられる

行政が保有するデータを利用・加工できる

その他

特になし

無回答

オンライン申請により、
届け出や申請のために窓口に出向くことが不要になる

窓口での手続きが簡単にでき、待ち時間も減る

窓口や市税での支払いに、
キャッシュレス決済サービスが利用できる

市からの情報提供が強化される

業務の効率化により行政コストが削減できる

飲食や買い物がお得になるサービスが利用できる

パソコンやスマートフォンの
操作支援や講習会が受けられる

行政が保有するデータを利用・加工できる

その他

特になし

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

82.4 

49.4 

38.8 

16.5 

18.8 

24.7 

3.5 

9.4 

1.2 

3.5 

0.0 

0% 50% 100%

53.0 

55.0 

33.0 

25.0 

32.0 

20.0 

8.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

0% 50% 100%

25.4 

39.0 

7.6 

22.0 

24.6 

10.2 

9.3 

4.2 

5.1 

25.4 

5.9 

0% 50% 100%

40.0 

50.0 

33.3 

10.0 

10.0 

43.3 

6.7 

0.0 

0.0 

3.3 

0.0 

0% 50% 100%

68.2 

58.9 

30.8 

18.7 

12.1 

29.9 

2.8 

3.7 

1.9 

4.7 

0.0 

0% 50% 100%

68.2 

56.5 

38.8 

12.9 

21.2 

20.0 

2.4 

4.7 

2.4 

3.5 

0.0 

0% 50% 100%

49.2 

50.0 

25.8 

33.1 

19.4 

17.7 

8.9 

5.6 

3.2 

6.5 

1.6 

0% 50% 100%

クロス集計（年齢別） 
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⑨市からの情報発信について 

 

（16）市から得たい情報 

問17 あなたは、市からどんな情報を得たいと思いますか？（○は３つ以内） 

 

 
市から得たい情報は、「防災・防犯」が 57.6％と最も多く、次いで「健康・医療・福祉」が 47.0％、

「観光・イベント」が 40.8％などとなっています。 

昨年度と比較すると、大きな変化はみられません。 
 

防災・防犯 教育

健康・医療・福祉 文化・歴史・芸術

観光・イベント スポーツ

生活 産業

子育て その他

道路整備 無回答

環境

8.2 

6.8 

5.3 

5.1 

1.4 

2.6 

9.1 

7.6 

4.6 

4.6 

0.9 

3.3 

8.0 

7.6 

8.0 

3.5 

1.4 

2.8 

7.6 

8.3 

6.9 

3.8 

0.9 

2.6 

6.5 

8.4 

7.3 

5.2 

1.1 

3.3 

0% 40% 80%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）

令和５年度（n=685） 令和４年度（n=749）

57.6 

47.0 

40.8 

23.9 

17.7 

12.4 

8.8 

54.6 

48.4 

39.8 

24.4 

16.8 

11.3 

10.7 

54.0 

46.5 

38.7 

22.6 

18.0 

14.1 

9.6 

55.6 

51.1 

43.2 

25.3 

19.1 

12.1 

8.3 

52.5 

53.4 

37.0 

25.5 

16.3 

10.9 

12.1 

0% 40% 80%
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【性 別】：男性は「道路整備」「環境」「スポーツ」「産業」が女性より多くなっています。女性は「健

康・医療・福祉」「観光・イベント」が男性より多くなっています。 
 

防災・防犯

健康・医療・福祉

観光・イベント

生活

子育て

道路整備

環境

教育

文化・歴史・芸術

スポーツ

産業

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

59.3 

50.6 

44.9 

23.2 

19.5 

7.3 

5.1 

9.9 

6.8 

2.3 

2.5 

1.1 

2.3 

0% 30% 60%

55.7 

42.1 

37.0 

24.9 

15.8 

19.0 

12.8 

6.2 

7.3 

9.2 

9.2 

1.8 

2.2 

0% 30% 60%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19歳以下は「観光・イベント」が 66.7％と他の年代に比べて多くなっています。30～39

歳は「子育て」が 46.7％と多くなっています。また、40～49 歳は「教育」が 20.0％と多くなってい

ます。70歳以上は「環境」が 16.9％と多く、「観光・イベント」が 22.0％と少なくなっています。 
 

防災・防犯

健康・医療・福祉

観光・イベント

生活

子育て

道路整備

環境

教育

文化・歴史・芸術

スポーツ

産業

その他

無回答

防災・防犯

健康・医療・福祉

観光・イベント

生活

子育て

道路整備

環境

教育

文化・歴史・芸術

スポーツ

産業

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

50.6 

45.9 

37.6 

28.2 

35.3 

5.9 

7.1 

20.0 

2.4 

7.1 

7.1 

1.2 

1.2 

0% 40% 80%

65.0 

52.0 

47.0 

33.0 

7.0 

8.0 

7.0 

4.0 

9.0 

3.0 

4.0 

0.0 

2.0 

0% 40% 80%

69.4 

62.9 

37.1 

27.4 

4.8 

18.5 

8.9 

6.5 

8.1 

2.4 

4.8 

1.6 

0.8 

0% 40% 80%

53.4 

62.7 

22.0 

21.2 

2.5 

17.8 

16.9 

0.0 

11.0 

3.4 

2.5 

1.7 

5.1 

0% 40% 80%

50.0 

26.7 

66.7 

10.0 

10.0 

6.7 

6.7 

13.3 

10.0 

10.0 

3.3 

3.3 

0.0 

0% 40% 80%

56.1 

28.0 

52.3 

22.4 

46.7 

8.4 

6.5 

14.0 

4.7 

3.7 

6.5 

0.9 

1.9 

0% 40% 80%

54.1 

27.1 

48.2 

14.1 

21.2 

15.3 

3.5 

7.1 

3.5 

14.1 

8.2 

2.4 

2.4 

0% 40% 80%

クロス集計（年齢別） 
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（17）市からの情報を得る媒体 

問18 あなたは、市からの情報を何によって知ることが多いですか？（○はいくつでも） 

 

 
市からの情報を得る媒体は、「広報まきのはら」が 69.1％と最も多く、次いで「市公式ＬＩＮＥ」

が 57.9％、「ホームページ」が 18.8％などとなっています。 

昨年度と比較すると、「区、町内会の会合」が 6.8ポイント減少しています。 
 

広報まきのはら Ｆａｃｅｂｏｏｋ

市公式ＬＩＮＥ 教育委員会だより

ホームページ 職員の話

新聞、テレビ、ラジオ 議員の話

区、町内会の会合 市民グループの会合

議会だより その他

公共施設の資料等 無回答

2.4 

2.0 

1.8 

1.4 

1.1 

3.6 

2.7 

2.0 

2.4 

2.6 

2.6 

1.6 

2.4 

2.4 

1.7 

2.0 

1.7 

0.9 

1.5 

4.4 

2.4 

1.8 

2.9 

1.8 

2.5 

1.0 

3.6 

2.2 

1.7 

4.4 

2.5 

2.5 

2.3 

3.5 

2.1 

0% 40% 80%

令和８年度（n=661） 令和７年度（n=701） 令和６年度（n=654）

令和５年度（n=685） 令和４年度（n=749）

69.1

57.9 

18.8 

15.0 

12.7 

8.6 

2.9 

70.5

56.8 

17.0 

15.3 

19.5 

6.8 

2.7 

71.7 

54.1 

16.4 

19.4 

17.3 

8.1 

4.0 

73.9 

57.5 

18.1 

19.9 

15.9 

8.9 

3.4 

72.4 

49.0 

22.6 

21.9 

21.0 

13.1 

4.9 

0% 40% 80%
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【性 別】：男性は「ホームページ」「区、町内会の会合」が女性より多くなっています。女性は「市

公式ＬＩＮＥ」が 66.9％と男性より多くなっています。 
 

広報まきのはら

市公式ＬＩＮＥ

ホームページ

新聞、テレビ、ラジオ

区、町内会の会合

議会だより

公共施設の資料等

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

教育委員会だより

職員の話

議員の話

市民グループの会合

その他

無回答

男性 女性
（n=273） （n=354）

70.1 

66.9 

15.8 

12.4 

7.1 

6.8 

2.3 

2.5 

2.0 

1.4 

1.1 

1.1 

3.7 

2.3 

0% 40% 80%

67.0 

49.5 

23.8 

16.8 

20.1 

11.0 

3.3 

2.6 

2.2 

2.6 

1.5 

0.7 

4.0 

2.9 

0% 40% 80%

クロス集計（性別） 
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【年齢別】：19歳以下は「広報まきのはら」が 40.0％と他の年代に比べて少なくなっています。40～

49歳は「市公式ＬＩＮＥ」が 74.1％と多くなっています。また、70歳以上は「広報まきのはら」「新

聞、テレビ、ラジオ」「議会だより」が多く、「市公式ＬＩＮＥ」が 36.4％と少なくなっています。 
 

広報まきのはら

市公式ＬＩＮＥ

ホームページ

新聞、テレビ、ラジオ

区、町内会の会合

議会だより

公共施設の資料等

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

教育委員会だより

職員の話

議員の話

市民グループの会合

その他

無回答

広報まきのはら

市公式ＬＩＮＥ

ホームページ

新聞、テレビ、ラジオ

区、町内会の会合

議会だより

公共施設の資料等

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

教育委員会だより

職員の話

議員の話

市民グループの会合

その他

無回答

50～59歳 60～69歳 70歳以上
（n=100） （n=124） （n=118）

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳
（n= 30） （n= 85） （n=107） （n= 85）

68.2 

74.1 

23.5 

3.5 

10.6 

3.5 

1.2 

3.5 

3.5 

4.7 

1.2 

0.0 

0.0 

1.2 

0% 50% 100%

70.0 

67.0 

17.0 

14.0 

17.0 

4.0 

3.0 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

1.0 

0% 50% 100%

79.8 

66.9 

29.0 

12.1 

21.0 

12.1 

2.4 

5.6 

1.6 

0.0 

2.4 

0.8 

2.4 

0.8 

0% 50% 100%

87.3 

36.4 

11.9 

33.9 

19.5 

22.9 

3.4 

1.7 

5.1 

0.8 

3.4 

2.5 

2.5 

3.4 

0% 50% 100%

40.0 

50.0 

26.7 

13.3 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

0.0 

0% 50% 100%

57.9 

66.4 

14.0 

4.7 

0.9 

3.7 

2.8 

0.9 

0.0 

2.8 

0.0 

1.9 

4.7 

4.7 

0% 50% 100%

50.6 

48.2 

14.1 

12.9 

5.9 

1.2 

4.7 

0.0 

0.0 

4.7 

0.0 

0.0 

9.4 

5.9 

0% 50% 100%

クロス集計（年齢別） 
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⑩牧之原市の行政サービスについて 

 

（18）満足度について 

問19 あなたは、市の取組について満足していますか？それぞれの項目ごとにあてはまるものに

○をつけてください。 

※取組によっては、あなたに直接関係のない取組も含まれるかもしれませんが、ご家族・

知人の状況や、あなたの考えなどを照らし合わせ、いずれかの欄に○をつけてください。 

≪評価点の算出方法≫ 

「満足」と回答した人を＋２点、「やや満足」と回答した人を＋１点、「やや不満」と回答した人を

－１点、「不満」と回答した人を－２点として算出した値を、回答者数（「無回答」は回答者数に含め

ない）で割って算出しています。評価点は、プラスの大きい項目は評価が高く、マイナスの大きいも

のは評価が低いことを表しています。 
 

満足度 点数 

「満足」 ＋２点 

「やや満足」 ＋１点 

「やや不満」 －１点 

「不満」 －２点 

「無回答」 点数加算なし・回答者数にも含まない 
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（19）満足度【防災】 

【防災】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪３ 火災・救急などの消防体制≫で、『満足』（「満足」と「やや満足」

の合計）が 71.6％、評価点が 0.57 点となっています。次に高い項目は、≪５ 学校や地域で子ども

を守る活動≫（0.54点）、≪２ 自主防災組織の強化≫（0.22点）などとなっています。 

満足度が最も低い項目は、≪４ 盗難などの犯罪防止≫で、『不満』（「やや不満」と「不満」の合計）

が 49.9％、評価点が-0.04 点となっています。次に低い項目は、≪１ 震災・水害・浸水対策≫    

（-0.05点）、≪６ 道路交通の安全対策≫（0.06点）などとなっています。 
 

 

　令和８年度（n=661）

１　震災・水害・浸水対策

２　自主防災組織の強化

３　火災・救急などの消防体制

４　盗難などの犯罪防止

５　学校や地域で子どもを守る活動

６　道路交通の安全対策

-0.05 

0.22 

0.57 

-0.04 

0.54 

0.06 

-1.50 0.00 1.50

5.4 

7.4 

12.9 

4.5 

13.5 

7.0 

43.7 

50.1 

58.7 

42.7 

56.9 

45.5 

38.6 

37.1 

24.7 

44.0 

24.4 

37.7 

10.4 

3.0 

1.8 

5.9 

3.3 

8.0 

1.8 

2.4 

2.0 

2.9 

2.0 

1.8 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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（20）満足度【健康福祉】 

【健康福祉】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪12 健康づくり≫で、『満足』（「満足」と「やや満足」の合計）が 64.1％、

評価点が 0.36点となっています。次に高い項目は、≪９ 幼稚園・保育園・認定こども園等の充実≫

（0.183点）、≪14 地域福祉活動≫（0.177点）などとなっています。 

満足度が最も低い項目は、≪13 地域医療や榛原病院の体制≫で、『不満』（「やや不満」と「不満」

の合計）が 57.0％、評価点が-0.29点となっています。次に低い項目は、≪８ 妊娠・出産・子育て

についての経済的支援≫（0.00点）、≪10 高齢者福祉≫（0.11点）などとなっています。 
 

※評価点は、グラフでは小数第二位までを表示している関係上、同点に見える取組については、文中では小数第三位ま

でを記載しています（以下同じ）。 

 

　令和８年度（n=661）

７　子育て支援

８　妊娠・出産・子育てについての
　　経済的支援

９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実

10　高齢者福祉

11　障がい者福祉

12　健康づくり

13　地域医療や榛原病院の体制

14　地域福祉活動

0.16 

0.00 

0.18 

0.11 

0.16 

0.36 

-0.29 

0.18 

-1.50 0.00 1.50

5.1 

5.3 

8.0 

7.7 

6.8 

7.4 

5.3 

5.4 

51.1 

44.8 

47.7 

45.4 

48.9 

56.7 

34.8 

51.4 

33.1 

37.4 

35.7 

38.4 

35.7 

29.2 

41.0 

34.6 

3.9 

3.6 

3.5 

2.6 

2.9 

3.0 

2.9 

3.2 

6.7 

8.9 

5.1 

5.9 

5.7 

3.6 

16.0 

5.3 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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（21）満足度【教育文化】 

【教育文化】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪19 図書館の機能充実≫で、『満足』（「満足」と「やや満足」の合計）

が 61.3％、評価点が 0.32 点となっています。次に高い項目は、≪18 郷土の歴史や芸術・文化に触

れる機会≫（0.22点）、≪17 生涯学習活動の充実≫（0.21点）などとなっています。 

満足度が最も低い項目は、≪20 スポーツ環境の充実≫で、『不満』（「やや不満」と「不満」の合計）

が 44.2％、評価点が 0.07点となっています。次に低い項目は、≪16 学校再編の推進≫（0.100点）、

≪15 子どもを通わせたいと思える学校環境≫（0.103点）などとなっています。 
 

 

 

　令和８年度（n=661）

15　子どもを通わせたいと思える学校環境

16　学校再編の推進

17　生涯学習活動の充実

18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会

19　図書館の機能充実

20　スポーツ環境の充実

0.10 

0.10 

0.21 

0.22 

0.32 

0.07 

-1.50 0.00 1.50

6.1 

7.1 

6.2 

7.4 

11.5 

6.2 

47.4 

46.6 

50.4 

49.8 

49.8 

45.8 

35.4 

32.8 

34.6 

34.3 

27.8 

36.6 

4.1 

4.2 

4.5 

3.9 

3.6 

3.8 

7.1 

9.2 

4.2 

4.5 

7.3 

7.6 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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（22）満足度【産業経済】 

【産業経済】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪22 茶の消費促進≫で、『満足』（「満足」と「やや満足」の合計）が

48.0％、評価点が-0.02 点となっています。次に高い項目は、≪32 各種イベントの開催≫（-0.03

点）、≪21 農業者・水産業者への支援≫（-0.139点）などとなっています。 

満足度が最も低い項目は、≪24 荒廃農地の活用≫で、『不満』（「やや不満」と「不満」の合計）が

71.1％、評価点が-0.70点となっています。次に低い項目は、≪25 耕作しやすい農地整備≫（-0.44

点）、≪26 企業誘致≫（-0.43点）などとなっています。 
 

　令和８年度（n=661）

21　農業者・水産業者への支援

22　茶の消費促進

23　その他（茶以外）特産品の消費促進

24　荒廃農地の活用

25　耕作しやすい農地整備

26　企業誘致

27　起業に対する支援

28　雇用機会の創出や就業環境の充実

29　商工業者への支援

30　市内での買い物環境

31　観光誘客の促進

32　各種イベントの開催

-0.14 

-0.02 

-0.16 

-0.70 

-0.44 

-0.43 

-0.20 

-0.32 

-0.14 

-0.39 

-0.32 

-0.03 

-1.50 0.00 1.50

4.5 

5.9 

4.1 

3.0 

3.3 

3.3 

4.4 

3.6 

4.4 

5.1 

3.9 

6.4 

39.2 

42.1 

39.0 

21.9 

29.2 

30.9 

36.8 

33.1 

38.9 

32.8 

33.7 

41.3 

43.1 

39.9 

43.3 

46.9 

49.0 

44.6 

43.6 

46.0 

42.4 

36.6 

44.3 

40.2 

3.9 

4.1 

4.1 

3.9 

3.8 

3.9 

4.7 

4.7 

5.0 

3.0 

3.8 

3.6 

9.2 

8.0 

9.5 

24.2 

14.7 

17.2 

10.6 

12.6 

9.4 

22.4 

14.2 

8.5 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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（23）満足度【都市基盤】 

【都市基盤】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪38 上水道の供給環境≫で、『満足』（「満足」と「やや満足」の合計）

が59.3％、評価点が0.28点となっています。次に高い項目は、≪36 道路や河川の補修・整備≫   

（-0.30点）、≪37 公園・緑地の管理や整備≫（-0.337点）などとなっています。 

満足度が最も低い項目は、≪34 住宅地の確保や空き家情報の発信≫で、『不満』（「やや不満」と

「不満」の合計）が67.5％、評価点が-0.54点となっています。次に低い項目は、≪33 住宅、店舗、

工場などの計画的な誘導≫（-0.38点）、≪35 街並みや周辺の景観・美観への保全≫（-0.341点）な

どとなっています。 
 

 

　令和８年度（n=661）

33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導

34　住宅地の確保や空き家情報の発信

35　街並みや周辺の景観・美観への保全

36　道路や河川の補修・整備

37　公園・緑地の管理や整備

38　上水道の供給環境

4.2 

3.5 

3.8 

4.7 

4.5 

9.5 

30.1 

24.7 

33.0 

34.5 

33.6 

49.8 

47.4 

52.0 

44.3 

41.8 

41.1 

29.8 

4.7 

4.4 

4.5 

3.6 

3.8 

4.5 

13.6 

15.4 

14.4 

15.4 

16.9 

6.4 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

-0.38 

-0.54 

-0.34 

-0.30 

-0.34 

0.28 

-1.50 0.00 1.50
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（24）満足度【生活環境】 

【生活環境】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪41 ごみの適正な処理などの生活環境対策≫で、『満足』（「満足」と

「やや満足」の合計）が 64.1％、評価点が 0.36 点となっています。次に高い項目は、≪42 市内事

業者に対する大気・水質などの公害防止の取組≫（0.23点）、≪44 自然環境の保全≫（0.03点）な

どとなっています。 

満足度が最も低い項目は、≪46 公共交通の充実≫で、『不満』（「やや不満」と「不満」の合計）が

64.6％、評価点が-0.57 点となっています。次に低い項目は、≪45 富士山静岡空港を活用するため

の取組≫（-0.30点）、≪47 多文化共生への取組≫（-0.08点）などとなっています。 
 

 

 

 

 

　令和８年度（n=661）

39　住民自治活動への支援

40　行政と地域の連携・協働

41　ごみの適正な処理などの生活環境対策

42　市内事業者に対する大気・水質などの
　　公害防止の取組

43　再生可能エネルギー・省エネルギーの
　　推進

44　自然環境の保全

45　富士山静岡空港を活用するための取組

46　公共交通の充実

47　多文化共生への取組

5.7 

5.6 

9.1 

6.7 

5.1 

7.1 

5.9 

3.0 

5.3 

42.1 

41.6 

55.1 

51.1 

41.3 

42.4 

31.8 

28.3 

39.2 

41.0 

40.2 

24.8 

31.9 

42.4 

38.0 

43.0 

39.8 

42.4 

4.7 

5.3 

4.2 

4.8 

5.6 

4.8 

4.7 

4.1 

5.7 

6.5 

7.3 

6.8 

5.4 

5.6 

7.7 

14.7 

24.8 

7.4 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

0.00 

-0.02 

0.36 

0.23 

-0.02 

0.03 

-0.30 

-0.57 

-0.08 

-1.50 0.00 1.50
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（25）満足度【市政経営】 

【市政経営】 

 

 
満足度が最も高い項目は、≪50 市の情報や知りたい取組などの情報発信≫で、『満足』（「満足」と

「やや満足」の合計）が 68.5％、評価点が 0.53 点となっています。次に高い項目は、≪48 窓口サ

ービスや行政手続き≫（0.34点）、≪51 姉妹都市、友好都市などとの交流≫（0.10点）などとなっ

ています。 

満足度が最も低い項目は、≪49 行政改革≫で、『不満』（「やや不満」と「不満」の合計）が 44.3％、

評価点が 0.02点となっています。 
 

 

 

 

 

　令和８年度（n=661）

48　窓口サービスや行政手続き

49　行政改革

50　市の情報や知りたい取組などの情報発信

51　姉妹都市、友好都市などとの交流

9.4 

5.0 

12.4 

5.4 

53.0 

45.1 

56.1 

46.6 

27.5 

35.2 

22.4 

36.5 

4.4 

5.6 

4.8 

5.9 

5.7 

9.1 

4.2 

5.6 

0% 50% 100%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

0.34 

0.02 

0.53 

0.10 

-1.50 0.00 1.50
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（26）重要だと思う取組（重要度上位５つの合計件数） 

問20 あなたは、市の取組の中でどれが重要だと思いますか？問19（市の取組への満足度）の１

～51の項目から上位５つまでを選んで番号を記入してください。（数字で記入） 

 

 

 
市の取組の中で重要だと思うものの上位５つは、≪１ 震災・水害・浸水対策≫が 378人と最も多

く、次いで≪７ 子育て支援≫が 189人、≪15 子どもを通わせたいと思える学校環境≫が 148人な

どとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策
２　自主防災組織の強化
３　火災・救急などの消防体制
４　盗難などの犯罪防止
５　学校や地域で子どもを守る活動
６　道路交通の安全対策
７　子育て支援
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実
10　高齢者福祉
11　障がい者福祉
12　健康づくり
13　地域医療や榛原病院の体制
14　地域福祉活動
15　子どもを通わせたいと思える学校環境
16　学校再編の推進
17　生涯学習活動の充実
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会
19　図書館の機能充実
20　スポーツ環境の充実
21　農業者・水産業者への支援
22　茶の消費促進
23　その他（茶以外）特産品の消費促進
24　荒廃農地の活用
25　耕作しやすい農地整備
26　企業誘致
27　起業に対する支援
28　雇用機会の創出や就業環境の充実
29　商工業者への支援
30　市内での買い物環境
31　観光誘客の促進
32　各種イベントの開催
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導
34　住宅地の確保や空き家情報の発信
35　街並みや周辺の景観・美観への保全
36　道路や河川の補修・整備
37　公園・緑地の管理や整備
38　上水道の供給環境
39　住民自治活動への支援
40　行政と地域の連携・協働
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進
44　自然環境の保全
45　富士山静岡空港を活用するための取組
46　公共交通の充実
47　多文化共生への取組
48　窓口サービスや行政手続き
49　行政改革
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信
51　姉妹都市、友好都市などとの交流

都
市
基
盤

生
活
環
境

市
政
経
営

(人)

健
康
福
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教
育
文
化

産
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経
済

防
災
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53 

75 
51 
56 
62 
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123 

51 
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38 

143 
16 
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37 
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10 
29 
29 

52 
26 
17 

77 
17 

86 
16 

46 
12 
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※重要だと思う取組１位～５位

（重要度１位～５位）に記入の

あった件数でグラフを作成して

います。 
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（27）重要だと思う取組（１位） 

 

 

 
最も重要だと思う施策は、≪１ 震災・水害・浸水対策≫が 266人と最も多く、次いで≪７ 子育

て支援≫が 61人、≪８ 妊娠・出産・子育てについての経済的支援≫≪30 市内での買い物環境≫が

ともに 20人などとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策
２　自主防災組織の強化
３　火災・救急などの消防体制
４　盗難などの犯罪防止
５　学校や地域で子どもを守る活動
６　道路交通の安全対策
７　子育て支援
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実
10　高齢者福祉
11　障がい者福祉
12　健康づくり
13　地域医療や榛原病院の体制
14　地域福祉活動
15　子どもを通わせたいと思える学校環境
16　学校再編の推進
17　生涯学習活動の充実
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会
19　図書館の機能充実
20　スポーツ環境の充実
21　農業者・水産業者への支援
22　茶の消費促進
23　その他（茶以外）特産品の消費促進
24　荒廃農地の活用
25　耕作しやすい農地整備
26　企業誘致
27　起業に対する支援
28　雇用機会の創出や就業環境の充実
29　商工業者への支援
30　市内での買い物環境
31　観光誘客の促進
32　各種イベントの開催
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導
34　住宅地の確保や空き家情報の発信
35　街並みや周辺の景観・美観への保全
36　道路や河川の補修・整備
37　公園・緑地の管理や整備
38　上水道の供給環境
39　住民自治活動への支援
40　行政と地域の連携・協働
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進
44　自然環境の保全
45　富士山静岡空港を活用するための取組
46　公共交通の充実
47　多文化共生への取組
48　窓口サービスや行政手続き
49　行政改革
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信
51　姉妹都市、友好都市などとの交流
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※重要だと思う取組１位（重要度

１位）に記入のあった件数でグ

ラフを作成しています。 
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（28）重要だと思う取組（２位） 

 

 

 
２番目に重要だと思う施策は、≪７ 子育て支援≫が 60人と最も多く、次いで≪８ 妊娠・出産・

子育てについての経済的支援≫が 42人、≪１ 震災・水害・浸水対策≫が 40人などとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策
２　自主防災組織の強化
３　火災・救急などの消防体制
４　盗難などの犯罪防止
５　学校や地域で子どもを守る活動
６　道路交通の安全対策
７　子育て支援
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実
10　高齢者福祉
11　障がい者福祉
12　健康づくり
13　地域医療や榛原病院の体制
14　地域福祉活動
15　子どもを通わせたいと思える学校環境
16　学校再編の推進
17　生涯学習活動の充実
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会
19　図書館の機能充実
20　スポーツ環境の充実
21　農業者・水産業者への支援
22　茶の消費促進
23　その他（茶以外）特産品の消費促進
24　荒廃農地の活用
25　耕作しやすい農地整備
26　企業誘致
27　起業に対する支援
28　雇用機会の創出や就業環境の充実
29　商工業者への支援
30　市内での買い物環境
31　観光誘客の促進
32　各種イベントの開催
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導
34　住宅地の確保や空き家情報の発信
35　街並みや周辺の景観・美観への保全
36　道路や河川の補修・整備
37　公園・緑地の管理や整備
38　上水道の供給環境
39　住民自治活動への支援
40　行政と地域の連携・協働
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進
44　自然環境の保全
45　富士山静岡空港を活用するための取組
46　公共交通の充実
47　多文化共生への取組
48　窓口サービスや行政手続き
49　行政改革
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信
51　姉妹都市、友好都市などとの交流
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※重要だと思う取組２位（重要度

２位）に記入のあった件数でグ

ラフを作成しています。 
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（29）重要だと思う取組（３位） 

 

 

 
３番目に重要だと思う施策は、≪15 子どもを通わせたいと思える学校環境≫が 45人と最も多く、

次いで≪10 高齢者福祉≫が 40人、≪７ 子育て支援≫が 37人などとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策
２　自主防災組織の強化
３　火災・救急などの消防体制
４　盗難などの犯罪防止
５　学校や地域で子どもを守る活動
６　道路交通の安全対策
７　子育て支援
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実
10　高齢者福祉
11　障がい者福祉
12　健康づくり
13　地域医療や榛原病院の体制
14　地域福祉活動
15　子どもを通わせたいと思える学校環境
16　学校再編の推進
17　生涯学習活動の充実
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会
19　図書館の機能充実
20　スポーツ環境の充実
21　農業者・水産業者への支援
22　茶の消費促進
23　その他（茶以外）特産品の消費促進
24　荒廃農地の活用
25　耕作しやすい農地整備
26　企業誘致
27　起業に対する支援
28　雇用機会の創出や就業環境の充実
29　商工業者への支援
30　市内での買い物環境
31　観光誘客の促進
32　各種イベントの開催
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導
34　住宅地の確保や空き家情報の発信
35　街並みや周辺の景観・美観への保全
36　道路や河川の補修・整備
37　公園・緑地の管理や整備
38　上水道の供給環境
39　住民自治活動への支援
40　行政と地域の連携・協働
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進
44　自然環境の保全
45　富士山静岡空港を活用するための取組
46　公共交通の充実
47　多文化共生への取組
48　窓口サービスや行政手続き
49　行政改革
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信
51　姉妹都市、友好都市などとの交流
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※重要だと思う取組３位（重要度

３位）に記入のあった件数でグ

ラフを作成しています。 
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（30）重要だと思う取組（４位） 

 

 

 
４番目に重要だと思う施策は、≪15 子どもを通わせたいと思える学校環境≫が 36人と最も多く、

次いで≪13 地域医療や榛原病院の体制≫が 32人、≪30 市内での買い物環境≫が 29人などとなっ

ています。 
 

１　震災・水害・浸水対策
２　自主防災組織の強化
３　火災・救急などの消防体制
４　盗難などの犯罪防止
５　学校や地域で子どもを守る活動
６　道路交通の安全対策
７　子育て支援
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実
10　高齢者福祉
11　障がい者福祉
12　健康づくり
13　地域医療や榛原病院の体制
14　地域福祉活動
15　子どもを通わせたいと思える学校環境
16　学校再編の推進
17　生涯学習活動の充実
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会
19　図書館の機能充実
20　スポーツ環境の充実
21　農業者・水産業者への支援
22　茶の消費促進
23　その他（茶以外）特産品の消費促進
24　荒廃農地の活用
25　耕作しやすい農地整備
26　企業誘致
27　起業に対する支援
28　雇用機会の創出や就業環境の充実
29　商工業者への支援
30　市内での買い物環境
31　観光誘客の促進
32　各種イベントの開催
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導
34　住宅地の確保や空き家情報の発信
35　街並みや周辺の景観・美観への保全
36　道路や河川の補修・整備
37　公園・緑地の管理や整備
38　上水道の供給環境
39　住民自治活動への支援
40　行政と地域の連携・協働
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進
44　自然環境の保全
45　富士山静岡空港を活用するための取組
46　公共交通の充実
47　多文化共生への取組
48　窓口サービスや行政手続き
49　行政改革
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信
51　姉妹都市、友好都市などとの交流
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※重要だと思う取組４位（重要度

４位）に記入のあった件数でグ

ラフを作成しています。 
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（31）重要だと思う取組（５位） 

 

 

 
５番目に重要だと思う施策は、≪46 公共交通の充実≫が 39 人と最も多く、次いで≪30 市内での

買い物環境≫が 31人、≪45 富士山静岡空港を活用するための取組≫が 25人などとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策
２　自主防災組織の強化
３　火災・救急などの消防体制
４　盗難などの犯罪防止
５　学校や地域で子どもを守る活動
６　道路交通の安全対策
７　子育て支援
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実
10　高齢者福祉
11　障がい者福祉
12　健康づくり
13　地域医療や榛原病院の体制
14　地域福祉活動
15　子どもを通わせたいと思える学校環境
16　学校再編の推進
17　生涯学習活動の充実
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会
19　図書館の機能充実
20　スポーツ環境の充実
21　農業者・水産業者への支援
22　茶の消費促進
23　その他（茶以外）特産品の消費促進
24　荒廃農地の活用
25　耕作しやすい農地整備
26　企業誘致
27　起業に対する支援
28　雇用機会の創出や就業環境の充実
29　商工業者への支援
30　市内での買い物環境
31　観光誘客の促進
32　各種イベントの開催
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導
34　住宅地の確保や空き家情報の発信
35　街並みや周辺の景観・美観への保全
36　道路や河川の補修・整備
37　公園・緑地の管理や整備
38　上水道の供給環境
39　住民自治活動への支援
40　行政と地域の連携・協働
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進
44　自然環境の保全
45　富士山静岡空港を活用するための取組
46　公共交通の充実
47　多文化共生への取組
48　窓口サービスや行政手続き
49　行政改革
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信
51　姉妹都市、友好都市などとの交流
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※重要だと思う取組５位（重要度

５位）に記入のあった件数でグ

ラフを作成しています。 
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（32）重要だと思う取組（合計点数の高い順） 

 

 

 
１位～５位で加点した合計点数は、≪１ 震災・水害・浸水対策≫が 1,643点と最も高く、次いで

≪７ 子育て支援≫が 708点、≪13 地域医療や榛原病院の体制≫が 428点などとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策 ｎ=378
７　子育て支援 ｎ=189
13　地域医療や榛原病院の体制 ｎ=143
15　子どもを通わせたいと思える学校環境 ｎ=148
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援 ｎ=123
30　市内での買い物環境 ｎ=129
10　高齢者福祉 ｎ=116
46　公共交通の充実 ｎ=128
36　道路や河川の補修・整備 ｎ=99
26　企業誘致 ｎ=86
３　火災・救急などの消防体制 ｎ=75
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導 ｎ=77
24　荒廃農地の活用 ｎ=77
２　自主防災組織の強化 ｎ=53
６　道路交通の安全対策 ｎ=62
21　農業者・水産業者への支援 ｎ=52
５　学校や地域で子どもを守る活動 ｎ=56
４　盗難などの犯罪防止 ｎ=51
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実 ｎ=51
48　窓口サービスや行政手続き ｎ=53
45　富士山静岡空港を活用するための取組 ｎ=59
28　雇用機会の創出や就業環境の充実 ｎ=46
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策 ｎ=48
37　公園・緑地の管理や整備 ｎ=45
16　学校再編の推進 ｎ=37
12　健康づくり ｎ=38
44　自然環境の保全 ｎ=41
11　障がい者福祉 ｎ=33
19　図書館の機能充実 ｎ=29
35　街並みや周辺の景観・美観への保全 ｎ=42
31　観光誘客の促進 ｎ=38
49　行政改革 ｎ=32
20　スポーツ環境の充実 ｎ=29
22　茶の消費促進 ｎ=26
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信 ｎ=27
32　各種イベントの開催 ｎ=36
40　行政と地域の連携・協働 ｎ=28
34　住宅地の確保や空き家情報の発信 ｎ=23
38　上水道の供給環境 ｎ=24
23　その他（茶以外）特産品の消費促進 ｎ=17
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進 ｎ=19
14　地域福祉活動 ｎ=16
25　耕作しやすい農地整備 ｎ=17
27　起業に対する支援 ｎ=16
39　住民自治活動への支援 ｎ=13
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会 ｎ=10
29　商工業者への支援 ｎ=12
17　生涯学習活動の充実 ｎ=14
47　多文化共生への取組 ｎ=9
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組 ｎ=7
51　姉妹都市、友好都市などとの交流 ｎ=8

(点)
1,643 

708 
428 
414 
400 
359 
341 
334 
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243 
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174 
162 
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148 
136 
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99 
98 
92 
89 
88 
85 
83 
77 
75 
75 
75 
71 
69 
62 
62 
49 
46 
43 
43 
39 
36 
34 
33 
31 
17 
14 
14 

0 600 1,200 1,800

※重要だと思う取組の順

位に応じ、 

１位：５点 

２位：４点 

３位：３点 

４位：２点 

５位：１点を加点し、回

答人数に掛けた『合計

点数』でグラフを作成

しています。 
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（33）重要だと思う取組（平均点の高い順） 

 

 
１位～５位で加点した平均点は、≪１ 震災・水害・浸水対策≫が 4.35点と最も高く、次いで≪７ 

子育て支援≫が 3.75点、≪２ 自主防災組織の強化≫が 3.70点などとなっています。 
 

１　震災・水害・浸水対策 ｎ=378
７　子育て支援 ｎ=189
２　自主防災組織の強化 ｎ=53
18　郷土の歴史や芸術・文化に触れる機会 ｎ=10
８　妊娠・出産・子育てについての経済的支援 ｎ=123
３　火災・救急などの消防体制 ｎ=75
21　農業者・水産業者への支援 ｎ=52
４　盗難などの犯罪防止 ｎ=51
26　企業誘致 ｎ=86
19　図書館の機能充実 ｎ=29
13　地域医療や榛原病院の体制 ｎ=143
10　高齢者福祉 ｎ=116
９　幼稚園・保育園・認定こども園等の充実 ｎ=51
22　茶の消費促進 ｎ=26
23　その他（茶以外）特産品の消費促進 ｎ=17
５　学校や地域で子どもを守る活動 ｎ=56
６　道路交通の安全対策 ｎ=62
15　子どもを通わせたいと思える学校環境 ｎ=148
30　市内での買い物環境 ｎ=129
50　市の情報や知りたい取組などの情報発信 ｎ=27
39　住民自治活動への支援 ｎ=13
29　商工業者への支援 ｎ=12
33　住宅、店舗、工場などの計画的な誘導 ｎ=77
11　障がい者福祉 ｎ=33
36　道路や河川の補修・整備 ｎ=99
34　住宅地の確保や空き家情報の発信 ｎ=23
24　荒廃農地の活用 ｎ=77
14　地域福祉活動 ｎ=16
16　学校再編の推進 ｎ=37
46　公共交通の充実 ｎ=128
20　スポーツ環境の充実 ｎ=29
38　上水道の供給環境 ｎ=24
12　健康づくり ｎ=38
48　窓口サービスや行政手続き ｎ=53
28　雇用機会の創出や就業環境の充実 ｎ=46
25　耕作しやすい農地整備 ｎ=17
40　行政と地域の連携・協働 ｎ=28
27　起業に対する支援 ｎ=16
43　再生可能エネルギー・省エネルギーの推進 ｎ=19
49　行政改革 ｎ=32
37　公園・緑地の管理や整備 ｎ=45
41　ごみの適正な処理などの生活環境対策 ｎ=48
44　自然環境の保全 ｎ=41
17　生涯学習活動の充実 ｎ=14
31　観光誘客の促進 ｎ=38
45　富士山静岡空港を活用するための取組 ｎ=59
35　街並みや周辺の景観・美観への保全 ｎ=42
42　市内事業者に対する大気・水質などの公害防止の取組 ｎ=7
32　各種イベントの開催 ｎ=36
47　多文化共生への取組 ｎ=9
51　姉妹都市、友好都市などとの交流 ｎ=8

(点)
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3.75 
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2.84 
2.81 
2.80 
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2.59 
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2.57 
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2.46 
2.44 
2.42 
2.41 
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2.33 
2.24 
2.21 
2.18 
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2.02 
2.00 
1.97 
1.89 
1.75 

0 2 4 6

※重要だと思う取組の順

位に応じ、 

１位：５点 

２位：４点 

３位：３点 

４位：２点 

５位：１点を加点し、回

答人数に掛け、回答総

数（＝ｎ）で除した『平

均点』でグラフを作成

しています。 
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⑪回答者自身のことについて 

 

（34）回答者の属性 ①性別 

問21：１ あなたの性別は？（○は１つ） 

 

 
回答者の性別は、「男性」が 41.3％、「女性」が 53.6％、「回答しない」が 3.5％となっています。 
 

 

（35）回答者の属性 ②年齢 

問21：２ あなたの年齢は？（○は１つ） 

 

 
回答者の年齢は、「30～39歳」が 16.2％と最も多く、次いで「50～59歳」が 15.1％、「70～79歳」

が 14.5％などとなっています。 
 

令和８年度
（n=661）

41.3 53.6 3.5 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない 無回答

令和８年度
（n=661）

4.5 12.9 16.2 12.9 15.1 9.1 9.7 14.5 3.3 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～79歳

80歳以上 無回答
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（36）回答者の属性 ③同居世帯の構成 

問21：３ あなたを含む同居世帯の構成は？（○は１つ） 
 

 

 
回答者の同居世帯の構成は、「二世代家族（親と子）」が 50.1％と最も多く、次いで「夫婦のみ」が

19.7％、「三世代家族（親と子と孫）以上」が 18.6％などとなっています。 
 

 

（37）回答者の属性 ④子どもの有無及び、一番上の子どもの年ごろ 

問21：４ あなたにお子さんはいますか？また、いる方は、一番上のお子さんの年ごろを教えて

ください。（○は１つ） 

 

 
回答者の子どもの有無及び、一番上の子どもの年ごろは、「社会人」が 40.4％と最も多く、次いで

「子はいない」が 33.7％、「小学生」が 6.8％などとなっています。 
 

令和８年度
（n=661）

8.0 19.7 50.1 18.6 

1.1 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし 夫婦のみ

二世代家族（親と子） 三世代家族（親と子と孫）以上

その他 無回答

令和８年度
（n=661）

33.7 4.4 6.8 

3.6 3.5 

3.8 40.4 3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子はいない 未就学児（小学校入学前）

小学生 中学生

高校生・予備校生・大学受験生 短大・高専・大学・大学院・専門学生など

社会人（上記に該当しない場合を含む） 無回答
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（38）回答者の属性 ⑤職業 

問21：５ あなたの職業は？（○は１つ） 
 

 

 
回答者の職業は、「無職（主婦・主夫などを含む）」が 23.0％と最も多く、次いで「会社員」が 18.9％、

「製造業」が 13.6％などとなっています。 
 

 

（39）回答者の属性 ⑥居住地域 

問21：６ 現在、あなたがお住まいの地域はどちらですか？（○は１つ） 

 

 
回答者の居住地域は、「細江」が 18.2％と最も多く、次いで「静波」が 11.3％、「大沢・菅山」が

10.0％などとなっています。 
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無
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な
ど
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含
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そ
の
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無
回
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